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九

州

方

言

の

特

異

性

九
州
方
言

本
網
は
維
誌
「
九
大
隣
文
母
」
（
九
州
帝
岡
大
學
法
文
尿
部
岡
文
學
研
究
室
）
第
一
眺
命
昭
和
六
年
九
月
）
及
び
第
一
函
（
同
十
一
月
）
迎
戟
の
同
表
幽

論
文
の
紺
稿
で
あ
る
。九

州

方

言

の

文

學

近
代
日
本
語
開
始
期
即
ち
室
町
末
期
か
ら
徳
川
初
期
へ
掛
け
て
に
於
け
る
九
州
方
言
文
根
外
國
刷
係
資
料
で
問
題
に
な
る
可
き
も
の
は

以
上
で
大
慌
悉
し
た
謡
で
あ
る
が
、

吾
人
は
常
然
此
臨
に
内
國
刷
係
賽
料
を
展
開
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
づ
順
序
―
こ
し
て
一

言

し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

最
も
参
考
こ
す
可
き
口
語
。
準
口
語
賓
料
の
穂
々
あ
る
中
に
、
佛
書
e
樅
節
の
請
義
註
籾
た
る
抄

物
に
欄
し
て
は
低
に
新
村
出
博
士
が
「
東
方
言
語
史
叢
考
」
（
昭
和
二
年
）
所
牧
の
「
足
利
時
代
の
言
語
に
就
い
て
」
（
明
治
一
二
十
八
年
）

が
あ
り
、
是
に
由
る
ミ
鴬
時
の
僧
侶
達
は
近
畿
又
は
西
國
出
身
が
多
く
従
っ
て
是
等
の
地
方
の
方
言
が
語
脈
に
な
っ
て
は
居
る
も
の
＼

ま

し

，＂＇ 

が

き

（績）

の
特
異
性
口

吉

九
五

町

（三
八
七
）

全た

手長

雄



蜀
話
ミ
等
し
く
室
町
期
で
あ
つ
て
而
も
一
肝
濃
厚
な
る
京
方
一＝口
ロ
語
を
骨
子
ミ
し
て
ゐ
る
上
に
家
ろ
東
海
道
筋
西
部
方
言
の
混
入
影
咄
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
応
認
紫
要
素
は
矢
張
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
ミ
云
ふ
甜
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
古
浄
瑠
璃
の
用
語
に
欄
し
て
は
、
古
浄
瑠
璃
―
―
―
十
敷
篇
を
収
む
る
「
新
群
鳴
類
従
」
第
五
「
歌
曲
」

言
」
に
於
け
る
（
八
ー
九
頁
）
水
谷
弓
彦

（
不
低
）
や
又
此
の
中
の
所
謂
金
平
浄
瑠
璃
を
主
ー
こ
し
て
巣
め
た
同
叢
書
第
九
「
歌
曲
」

治
四
十
年
）
の
例
言
に
鴬
る
所
に
於
け
る
（
三
頁
）
幸
田
成
行
（
露
伴
）
博
士
は
訛
語
や
方
言
に
就
て

一
通
の
注
意
は
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

何
れ
も
上
方
や
江
戸
を
中
心
に
し
て
の
観
方
に
過
ぎ
ず
、
地
方
的
方
言
文
尿
こ
し
て
の
意
誠
は
存
在
し
な
い
様
で
あ
る
。
彼
の
今
日
九
州

東
北
部
で
行
は
る
こ
所
謂
豊
後
浄
瑠
璃
に
就
て
は
後
の
段
落
に
於
て
扱
ふ
事
に
す
る
。

口
語
査
料
ミ
し
て
の
歌
舞
伎
脚
本
の
重
要
な
る
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
只
例
へ
ば
早
楢
田
大
尿
出
版
部
の
「
元
緑
歌
舞
伎
傑
作
集
」
（
大
正

ば
ん
ぜ
い
•
一
會

十
四
年
）
二
十
四
編
に
帥
し
て
も
安
田
喜
代
門
氏
が
「
高
等
國
語
法
」
（
昭
和
四
年
初
版
）
に
於
て
（
九

0
頁
）
都
萬
太
夫
座
の
「
猟
歳
丸
」

（這
麟
年
）
に
含
ま
る
盆
薔
の

「
ま
ら
す
（
る
）
」
を
、

雑
誌
「
國
媒
院
雑
誌
」
第
一
二
十
七
巻
第
八
被
（
昭
和
六
年
八
月
）
の
「
九
州

方
言
か
ら
の
一
視
黙
」
に
於
て
（
一
八
頁
）
山
村
座
の
「
即
寧
至
即
瞬
]
(
―
予
虞
冨
量
）
に
存
す
る

か

た

さ

い

は

．

9

ひ

さ

d

す
れ
ば
あ
の
お
日
様
の
お
入
り
な
さ
る
:
方
が
西
方
で
ご
ざ
り
ま
つ
す
る
な

研
究
」

「新
群
粛
類
従
」
第
三
（
明
治
四
十

一年
）
四

一
五
頁
F

（
昭
和
二
年
）
所
収
の
「
猿
架
の
狂
言
の
用
語
」

元
来
が
是
は
澗
色
さ
れ
た
文
章
語
ミ
見
る
可
き
も
の
で
あ
り
九
州
方
言
の
特
典
性
な
さ
は
勿
論
云
々
出
来
な
い
さ
し
て
、
さ
て
そ
の
江
戸

時
代
に
書
き
直
さ
れ
た
物
で
あ
る
に
せ
よ
純
梓
口
語
ミ
見
る
可
き
狂
言
記
の
用
語
に
就
て
は
是
亦
夙
に
吉
繹
義
則
博
士
が
「
國
語
國
文
の

文

學

研

究

第
二
輯

「
元
緑
歌
舞
伎
傑
作
媒
」
上
堡
二
六
八
頁

（
明
治
三
十
九
年
）
の
「
例

（
三
八
八
）

（
明

（
明
治
四
十
二
年
）
を
痰
表
さ
れ
て
居
り
、
是
に
由
れ
ば
そ
の
成
立
は
陥
曲
の

九
六



九
州
方

言

の
持

異
性

L
レぃ
】

1
-

「
江
戸
文
根
難
語
考
」

然
し
な
が
ら
、

共
口
語
た
る

只
随
所
に
頻
出
す
る
「
御
座

の
如
ぎ
四
在
的
國
語
文
獣
資
料
を
欅
げ
て
居
ら
れ
る
の
な
さ
は
、
勿
論
自
分
が
本
論
文
に
於
て
常
初
か
ら
意
闘
し
て
ゐ
る
九
州
方
言
文
學

の
劉
象
ご
し
て
は
此
の
場
合
常
態
的
に
は
扱
へ
な
い
事
は
最
早
説
明
す
る
必
要
も
な
い
一
こ
思
ふ
。

催
か
な
相
違
で
は
あ
っ
て
も
是
等
が
若

し
も
十
八
枇
紀
の
後
半
賞
り
に
な
る
ミ
大
分
そ
の
存
在
意
義
が
唆
つ
て
来
る
の
で
あ
る
が
。

吾
人
の
求
め

て
ゐ
る
九
州
方
言
の
特
異
性
に
就
℃
念
の
為
改
め

て
此
鹿
に
前
骰
-
¢
し
て
附
く
必
要
を
感
す
る
。
そ
れ
は
敷
箇
の
地
方
的

-
•
七
琥
既
出
）

局
部
的
語
砧
な
る
も
の
は
、
例
へ
ば
雑
誌

「
方
言
」
に
於
け
る
頴
原
退
蔵
氏
が

の
如
き
努
力
は
勿
論
綜
敬
す
可
き
だ
が
、

方
言
文
染
の
棉
誠

•

こ
し
て
は
危
瞼
で
あ
り
、
（
第

一
巻
第
四
眺
、
第
二
巻
第

る
」
や
「
申
す
」
口
調
は
其
れ
だ
け
で
は
目
下
の
別
象
に
は
な
ら
な
い
ミ
云
ふ

事
で
あ
る
。

諸
方
に
散
見
す
る
「
て

や
」

「
げ
な
」

等
の

語
厖
も
吾
人
の
目
的
ミ
す
る
西
國
語
ミ
し
て
は
認
容
し
難
い
の
で
あ
る
c

活
用
語
の
即
著
な
る
差
媒
・
こ
共
に
助
辟
の
微
細
な
る
特
徽
を
筑

紫
咲
素
の
撚
誠
｀
こ
し
て
尊
重
し
て
虹
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
く
雑
誌
「
帝
國
文
梨
」
第
拾
六
咎
第
四
（
第
百
八
十
五
睛
、
明
治
四
十

三
年
四
月
）
所
載
の
論
文

「
閥
束
べ
い
」
に
於
て
(
-
=
-
+
―

頁
下
）
保
科
孝
一
教
授
は

紀
）
足
利
時
代
以
降
は
、
狂
言
記
セ
は
じ
め
ミ
し
て
、
口
語
の
容
料
が
浙
々
あ
ら
は
れ
て
居
る
が
．

や
、
大
抵
測
匝
方
言
か
、
九
州
方
言
に
附
す
る
も
の
で
、
閥
束
方
言
の
屈
す
る
も
の
が
殆
ん
さ
な
い

ミ
瞥
か
れ
た
が
、
抑
々
終
止
形
助
励
詞
「
べ
い
」
ー
‘
)
は
似
而
非
な
る
「
西
國
ば
い
」

ー

|
自
分
は
斯
く
呼
ぴ
度
い
ー
ー
な
る
も
の
は
語
源

的
に
考
へ
て
本
州
方
言
の

強
勢
賭
尾
助
僻
「
わ
い
」
に
相
常
す
可
き
事
は
兎
も
角
、
此
の
方
言
標
誠
の
完
全
な
る
指
摘
列
學
が
膨
大
な
る

徳
川
期
文
獣
に
於
て
如
何
に
困
難
｀
否
、
努
し
て
効
な
き
か
は
自
分
な
さ
が
今
更
の
様
に
云
々
す
る
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
し、

古
文
書
や

古
寓
本
類
の
博
捜
迄
は
暫
く
措
い
て
も
、
是
は
文
辿
隆
畠
を
極
む
る
現
代
の
出
版
物
に
於
て
矢
張
軒
軽
が
無
い
有
様
な
の
で
あ
る
事
は
是

（
三
八
九
）



徳
川
期
文
根
の
翻
刻
物
は
原
本
の
一
割
位
し
か

無
い
様
で
あ
る
し、

叉
完
全
な
る
調
査
な
さ
は
敢

へ
て
諸
事
不
便
な
田
舎
住
居
な
ら
す

ミ
）
も
一

箇
人
の
力
に
到
底
蛯
ま
る
可
く
も
な
い
の
は
自
明
な
事
で
あ
り
、
更
に
自
分
が
目
下
企
岡
す
る
言
語
事
四
の
減
集
配
列
な
る
も
の

が
分
批
的
に
は
極
め
て
孤
招
が
軽
い
に
も
不
拘
餘
程
の

OO面
ざ
機
緑
ミ
が
揃
は
な
け
れ
ば
袂
行
さ
れ
難
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
同
好
者

の
出
現
ミ
敬
示
ご
に
由
つ
て
浙
時
完
整
に
近
付
く
よ
り
外
な
い
の
は
勿
論『こ
し
て
も
、
永
年
の
見
間
ミ
努
力
さ
を
有
せ
ざ
る
自
分
が
斯
か

る
事
を
瞥
く
の
は
大
に
氣
が
ひ
け
は
す
る
が
、
今
後
残
餘
の
原
本
を
悉
皆
忠
固
に
検
し
て
見
た
所
で
、

吾
人
の
論
究
別
象
こ
な
る
可
き
資

料
は
以
下
へ
羅
列
出
来
た
も
の
以
外
に
は
最
早
殆
さ
存
在
し
な
い
ミ
栂
言
し
て
も
大
過
無
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
尤
も
此
の
主
ミ
し
て

坊
間
刊
行
物
に
郎
す
る
筑
紫
言
雖
の
拙
ぎ
羅
列
の
物
足
ら
な
さ
は
、
将
来
裳
然
根
本
的
に
完
全
な
照
迎
の
行
は
る
可
き
國
語
史
上
の
一
課

題
で
あ
る
限
り
、
何
れ
無
く
て

は
適
は
ぬ
捨
石
の
一
ミ
し
て
勿
論
識
者
の
窺
容
を
乞
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
自
分
は
時
代
を
経
-
f
)

し

稲
類
を
緯
｀
こし
て
上
方
•
江
戸
雨
文
學
に
於
け
る
九
州
方
言
文
根
資
料
を
逐
次
配
列
す
る
に
常
り
｀
所
謂
筑
紫
言
薬
さ
か
西
國
語
ー
こ
か

稲
す
る
の
は
何
れ
も
殆
さ
九
州
西
北
部
地
方
の
肥
筑
方
言
に
限
ら
れ
て
居
る
上
に
大
部
分
は
他
國
人
の
拙
劣
な
る
模
倣
で
あ
っ
て
厳
密
な

る
國
語
史
の
研
究
射
象
さ
は
成
り
兼
る
で
あ
ら
う
事
は
固
よ
り
な
が
ら
、
此
の
代
表
的
西
捌
餅
さ
へ
も
が
本
州
諸
方
言
に
伍
し
て
其
の
寂

小
説
に
随
箪
に
多
く
筑
紫
の
天
地
を
題
材
に
し
た
井
原
西
鶴
が

若
し
も
些
少
な
り
さ
も
四
國
訛
を
ー
ー
ニ
―
＿
一
の
地
方
的
語
凸
染
で
な
く

ー

採
録
し
て
作
品
に
混
じ
た
所
で
、

そ
の
古
典
的
本
質
今
笠
勧
け
よ
う
ミ
は
考

へ
ら
れ
な
い
が
、

獨
h
浮
世
草
紙
ミ
言
は
ず
上
方
文
展
に

於
け
る
都
久
志
言
葉
の
影
は
餘
り
に
も
淋
し
い
。
後
世
に
結
集
さ
れ
た
偲
謡
な
さ
も
館
に
そ
の
郷
土
的
方
言
味
に
酔
ふ
様
な
人
々
は
殊
に

審
た
る
影
に
再
嘆
一
二
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
。

亦
繰
返
す
迄
も
あ
る
ま
い
。

文

學

研

” )L 

第

二

輯

九
八

会
一
九
0
)



尿
」
で
佐
籐
鶴
吉
氏
が
「
近
松
の
國
語
根
的
研
究
」

L
L
 

1
1
 

竹
本
座
に
腺

つ
た
巣
林
子
近
松
門
左
衛
門
事
杉
森
信
盛

（虹

疇

翠

五

舅

餌

）
の
著
作
に
腸
し
て
、

じ
ゅ
っ
た
ん
ぽ
う
で

中
央
の
都
曾
に
は
殆
さ
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
吾
人
は
そ
の
愁
術
的
伯
値
は
瞥
く
問
は
な
い
で
、

常
時
物
さ
れ
た
方
言

そ
れ

闊

門
十
哲

の
一
人
な
る
森
川
百
仲
（
許
六
）
（
”
疇
ェ
ニ
炉
予
記
庭
）
が
そ
の
年
次
は
不
明
な
の
で
あ
る
が
、

に
該
地
方
言
も
て
詠
ん
だ
短
歌
が
あ
り
、
是
は
現
在
で
は
「
長
崎
地
名
考
」

平
の
逍
稿
「
長
崎
古
事
集
冤
」
な
る
手
露
本
に
書
留
め
ら
れ
て
あ
っ
て
、
此
の
手
窓
本
は
古
賀
十
二
郎
氏
に
由
る
ミ
（
私
信
）
目
下
所
在

不
明
な
る
香
月
氏
沿
族
の
手
許
に
保
管
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、

tIJ
ち

あ
ま
た
ち
の

な
る

一
句
は
、
本
山
豊
治
丘
桂
川
）
氏
も
例

へ
ば
そ
の
「
長
崎
花
街
簡
」

頁
）
を
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

行
く
可
ぎ
物
。
こ
し
て
、

さ
て
作
者
五
十
二
歳
時
の

祖
話
物
「
曙
峡
墳
説
岸
歌
」

（歪
這
5
厨
）
に
は
認
彫
者
の
袈
川
源
五
兵
衛
を
始
ミ
し
て

幾
多
の

九
州
人
が
活
罪
し
て
居
る
が
、
彼
等
の

口
に
上
る
の
は
皆
今
日
所
副
地
日
迎
語
で
あ
る
か
ら
言
語
的
地
方
色
は
浮
出
て
居
な
い
。
時

ゆ

り
わ
か

ピ
い
じ
ん
の
も
り
の
か
ゞ

み

雙

七

年

て

ん

じ

t
（

正

墾

一
年
）

父

醤

土

．

J

<
せ
＾
ゃ

0

っ
せ
ん

（
正
徳

五

年

一

け

い

せ
い
し
・
↑
ば
ら
か
は
づ
が
つ
せ
ん

代
物
た
る
「
百
合
若
大
臣
野
守
鋭
」
(
-
竺

0
)
「
天
喜
」

一
七
ニ
―
-

「
母
は
11
本
國
性
爺
合
戦
」

一
七
一
五

「
仰
城
島
原
蛙
合
戦
」

喜

謬

）

さ

て

は

「

印

苓

霞

疇

昌

巴

（

噂
憚
薩
）
な
さ
何
れ
も
舞
磁
人
物
共
に

筑
紫
に
刷
係
し
て
ゐ
る
が
、

何
等
の
細
工
も
施
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
る
。

九
州
方

言

の
特

異

性

さ
ん
＜
P

、:る

（
昭
和
六
年
十
二
月
）

の
如
き
試
は
今
後
徐
々

に
併
し
営
然
方
言

へ
も
手
が
及
ん
で

歌
一

首
に
先
づ
一

瞥
を
彿
ふ
必
要
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。

．
 

（
昭
和
二
年
、

春
隔
堂
）
で
拾
録
更
に
は
語
秤

（
三
四
一
ー
ニ

あ
ら
よ
そ
わ
し
か

ぉ
ん
だ
い
や
ば
い

長
崎
来
遊
の
硼

か
っ
ヽ
｀

（明
治
舟
六
年
）
の
著
者
な
る
明
治
初
年
に
歿
し
た
香
月
燕

例
へ
ば
岩
波
講
座

「日
本
文

（三
九
一
）

九
州
語
に
就
て
は



．
 

所
敗
の
「
國
語
に
於
け
る
東
國
方
言
の
位
附
」

有
す
る
機
會
が
あ
っ
た
ミ
考
へ
ら
れ
る
。

（
明
治
三
十
八
年
）
で
「
せ
な
い
」

宮
森
庫
太
郎
氏
や
ロ
バ

ー
ト

ー
カ
ル
ズ
氏
の
努
力
に
な
る

「
近
松
探
作
集

訛
は
、
京
都
生
れ
の
宮
古
路
幾
後
禄
に
由
っ
て
如
何
な
る
節
廻
を
以
て
語
ら
れ
た
か
は
兎
に
角
こ
し
て
、
幾
多
の
人
士
の
口
に
派
に
何
同

蹴
な
る

二
三
の
地
方
的
語
5

い
埠
な
さ
で
は
な
く
根
幹
的
活
用
語
尾
は
固
よ
り
の
事
な
が
ら

「
く
さ
」
等
の
訳
要
な
る
標
誠
ー
こ
な
る
助
僻
が
十
八
批
紀
に
至
る
迄
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
少

く
ミ
も
他
の
文
献
に
は
催
存
し
な
か

っ
た
ミ
云
ふ
事
質
は
詔
分
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
ご
思
ふ
。
言
語
生
活
の
艇
敷
性
の
中
で
最
も
純
其
な
る

最
も
固
着
せ
る
姿
は
訳
時
を
去
る
百
有
條
年
前
の
南
堡
人
の
耳
に
は
諧
然
人

つ
て
居
て
も
、
更
に
は
口
に
さ
へ
上
つ

て
は
居
て
も
、
標
準

o

o
 .

.

.

.

.
 

語
の
弾
黙
力
の
下
に
は
、
或
は
恐
ら
く
知
つ
て
知
ら
ぬ
顔
し
て
、
遂
に
眼
へ
鵞
る
機
合
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
ミ
想
像
さ
れ
ま
い
か
。
問

題
は
九
州
囮
北
方
而
ミ
限
つ
て
見
て
も
、
彼
の
「
日
本
風
土
記
」
の
倭
寇
が
催
へ
た
郷
談
俗
語
ーこ此
の
巣
林
子
が
筆
に
留
め
た
海
賊
の
絶

唱
0

こ
を
結
び
付
け
て
味
語
す
る
時
、
獨
り
束
悔
島
嶼
國
さ
云
は
ず
、
所
細叩
訛
語
が
偶
話
が
國
語
史
上
に
於
け
る
地
位
ご
伯
値
．
こ
に
今
更
の

様
に
磋
嘆
せ
ざ
る
を
褐
な
い
膵
で
あ
る
。
此
の
禅
瑠
璃
に
記
さ
れ
た
所
謂
長
崎
訛
も
上
方
文
尿
に
於
て
は
無
論
の
事
で
あ
る
が
、
比
較
的

に
は
査
料
の
賑
か
さ
な
る
江
戸
文
尿
に
於
け
る
非
九
州
人
の
校
窃
し
た
所
謂
西
國
語
に
比
し
て
も
，
時
間
的
に
は
同
じ
く

一
世
紀
程
の
空

白
を
有
す
る
に
も
不
拘
、
頗
る
現
図
味
を
魯
ぴ
て
居
る
貼
は
大
に
注
意
を
要
す
る
の

で
あ
っ
て
、
巣
林
子
が
其
の
幼
時
を
肥
前
胆
津
で
過

し
た
事
が
あ
る
ミ
云
ふ
史
腐
論
眩
に
も
案
外
有
力
な
傍
證
↓
芦
加
へ
ら
れ
よ
う
し
、
少
く
ミ
も
肥
前
泌
の
方
言

に
は
可
な
り
密
接
に
欄
係
を

日
本
の
沙
翁
」

（
一
九
二
六
、
倫
改
、
英
文
）
中
の
英
膵

（
二
六
七
ー
七

0
頁
）
な
さ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
新
村
博
士
が

「
束
方
言
賭
史
叢
考
」

「
ば
い
」
「
ば
ん
」

「
た
ん
」
「
け
ん
」

ミ
な
く
指
摘
引
用
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
｀

「
な
ら
ぬ
」
等
の
束
國
語
法
を
指
摘
さ
れ
る
（
二
六

享
保
三
年
(
-
七

一
八
）
＋
一
月
に
上
板
さ
れ
た
晩
年
の
作
「
博
多
小
女

郎

波

枕

」
上
咎
二
箇
所
に
見
え
る
毛
剃
九
右
術
門
の
長
崎

文

昂

研

究

第

二

輯

1
0
0
 

（三
九――
)



九
州
方

言

の

持

異

性

1
0
 

四
頁
）
態
度
1了
今
若
し
更
に
進
め
る
｀
こ
す
る
ミ

、

上
田
尚
年
博
士
及
ぴ
樋
口
股
千
代
氏
の
「
近
松
語
~
幽
」

無
い
ご
し
て
も
．
そ
よ
さ
波
音
船
彩
に
、
心
を
付
け
ら
蛋
取
眼
、
物
案
じ
類
も
頬
つ
い

た
る
時
は
荒
々
し
い
「
ば
い
」
も
、

頻
色
打
解
け

て、

糾
中
の
淋
し
さ
，
条
切
ら
す
頃
に
は
何
時
し
か
愛
姻
の
簡
る
「
ば
ん
」

「
た
ん
」
の
頻
出
は
、
そ
の
徹
妙
な
る
心
接
の

斐
化
さ
共
に
、

繊
細
に
感
じ
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
竹
田
出
雲
が
「
斑
町
パ
叩
配
暇
記
」
（
土
這
止
疇
）
は
西
國
語
に
全
く
無
覇
心
だ
。

へ
い
け
に
ょ
ご
の
し
2

翌
享
保
四
年
の
八
月
に
同
し
く
竹
本
座
で
上
樅
さ
れ
た
同
人
の

「
平
家
女

iit島
一は
大
慨
が
時
代
物
で
は
あ
る
し
、
此
の
第
二
段
に
出
る

．

た
•
9

せ
’'
ば
な
し
い
・
＿
こ
く
…

ん

や
鷹

七
年
一

――
―
箇
所
の
千
烏
の
悔
女
言
葉
な
さ
は
、
宜
は
三
年
後
同
人
が
同
所
で
上
場
さ
せ
た
「
唐
紺

噺

今
願
性
爺
」
ご
七
二
二

の
努
頭
に
見
え
る

シ
ー
サ
・9

ス
ニ
ン

「
十
三
省
」
の
胴
昔
程
の
正
確
さ
は
勿
論
有
し
て
居
ら
す
、
又
斯
か

る
事
を
吟
味
す
可
き
で
は
な
い
ミ
は
し
て
も
、

鬼
界
島
の
世
界
へ
常

時
に
於
て
も
姫
康
訛
|
—

而
も
得
慌
の
知
れ
な
い
ー
ー

を
以
て
す
る
事
の
可
否
を
論
ず
る
野
祥
は
質
は
目
下
の
立
場
で
は
大
に
款
迎
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
九
州
方
言
史
に
於
て
す
ら
南
部
の
も
の
は
其
の
其
に
躍
動
せ
る
生
活
を
此
の
頃
に
は
未
だ
未
だ
文
字

に
窟
し
て
後
世
に
他
へ
る
機
述
に
惑
ま
れ
な
か
っ

た
消
極
的
二
畢
宜
ミ
し
て
記
憶
翁
重
さ
れ
る
可
き
性
質
に
岡
す
る
も
の
な
の
で
あ
ら

け
•
-

う
。
佃
只
に
そ
の
文
梨
の
偲
統
•
こ
本
質
さ
を
犠
牲
―
に
し
て
常
て
込
ん
だ食
蔽
南
北
氏
作
詞

、

紐
澤
友
次
郎
氏
作
仙
の

は
地
元
で
は
廿
九
H
間
大
入
を
紹
け
さ
せ
た
ミ
言
は
れ
る
が
、
雑
誌
「
樅
務
粛
報
」
第
二
十
六
年
第
五
城
（
昭
和
七
年
五
月
）
に
於
け
る

石
割
松
太
郎
氏
の
枇
評
（
四
一二
頁
）
の
様
な
も
の
は
今
緩
も
枚
殿
に
暇
が
あ
る
ま
い
が
、
流
石
に
筑
紫
路
巡
業
の
際
（
昭
和
七
年
六
月
）

々
は
H

如
に
B叩
ろ
一
種
の
滑
稽
を
感
じ
たー
~

の
を
思
ふ
ミ
、
阻
に
む
つ
ま

じ
い
睦
言
に
少
し
な
ら
ず
長
刀
で
は
あ
っ
て
も

、

ぎ
や
「
仰
す
」

「
好
か
ば
い
」
な
る
片
語
が
そ
れ
も
浙
く
一
同
宛
若
手
の
太
夫
に
由
つ
て
痰
さ
れ
た
ー
ー
i八

"
)
ぞ

「
可
愛
か
」

「
申
す
」

等
の
脱
廂
訛
り
を
曲
な
り
に
も
示
さ
う
さ
し
た
二
百
年
前
の
集
林
子
の
如
在
な
さ
に
は
同
じ
座
で
上
演
さ
れ
た
竹
田

（
1

1

1

九
三
）

だ
け
は
盗
本
に
は
全
然
熊
い
筈
の

「
無
か
」

「
三
勇
士
券
肉
弾
」

（
昭
和
五
年
）

は
勿
論
非
難
は



さ
答
へ

て
居
る
直
ぐ
後
へ

ふ．
r
ぞ

く

て

っ

ち

だ
て
な
風
俗
組
圏
に
替
ら
ぬ
丁
稚
を
つ
れ
て
、

て
傭
人
逹
が

も
ろ
こ
し
ふ
ね

西
八
郎
朋
土
船
」

侮
日
八
ツ

の
前
後
温
に
入
る

は
上
方
者
ミ
も
九
州
共
、
詞
付
が
紛
ら
は
し

）
で

は
翠
叫
岐
高
松
の
温
泉
宿
に
於
て
郷
代
官
並
川
源
蔵
が
蕗
人
を
詮
議
す
る
時
亭
主
の
長
兵
衛
が
性
を
受
け

享
保
五
年

一
七
二
〇

（
 

さ
る
て

で
努
頭
に
飛
び
出
す
門
司
が
刷
に
住
む
無
筆
の
猿
手
ミ
梱
す
る
紺
乗
な
さ
位
で
は
如
何
に
も
扱
ひ
様
が
無
い

で
あ
ら
う
が
｀
翌
年
の
「
銀

和
六
年
七
月
）

で
は
格
別
問
題
に
も
さ
れ
て
居
ら
ぬ
様
な
作
品
セ
引
合
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（大
正
十
五
年
）
な
さ
に
由

西
ミ
呼
ば
れ
た
竹
本
座
賃
し
て
同
じ
大
阪
で
東
ミ
稲
さ
れ
た
竪
竹
座
に
腺
っ
た
紀
海
音
事
榎
並
善
八
（
芦
鱈
一
二
姑
饂
琴
庭
）
の
作

ふ。 出
雲
の因

に
毛
剃
の
長
崎
訛
り
ミ
何
時
も
射
に
引
用
さ
れ

る
口
牢
は
叫
界
竹
座
で
上
紙
さ
れ
た
彼
の
烏
亭
焉
馬
等
が

文

楳

研

究

拿

噂

記

）
ゃ
「
喜
偲
授
手
習
鑑
」
（
葦
繹
類
）
な
さ

を
想
ひ
出
す
．
、
喜
誓
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
息

“
い
だ
い
り
に
ほ
と

b
の
・
5

と
り

「
大
内
裏
大
友
其
烏

」

ご

た

い

へ
い
5

し
ら
い
し
ば
な
し

「
碁
太
平
記
白
石
噺
」

冨

雑

）

の
奥
州
訛
り
な
さ

も、

「
大
近
松
令
集
」
第
五
巻
（
昭
和
二
年
）
に
（
二
四
八
頁
）
見
え
て
ゐ
る
が
、
如
何
な
も
の

で
あ
ら
う
。

此
の
海
女
言
築
か
ら
胚
胎
し
て
ゐ
る
の
か
も

知
れ
な
い
ミ
云
ふ

詭
が
木
谷
正
之
助
（
迷
吟
）
氏
の

昴
の
地
位
や
伯
値
は
敢
へ
て
黒
木
勘
蔵
が

「近
枇
演
劇
考
説
」
（
昭
和
四
年
）
所
収
の
「
紀
海
昔
作
品
考
」

ら
な
い
で
も
想
像
は
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
傾
城
國
姓
爺
」

（量
噂
韮
）
（此
の
年
次
は
勿
論
も
つ-こ
後

へ
繰
り

下
げ
る
可
ぎ
で
あ
る
が
）
や

属
越
軍
談
比
勺
羹
」

（淳
嗅

造
）
に
於
て
同
じ
頃
迄
の
巣
林
子
が
用
ひ
た
架
空
的
な
鬼
語
，
胆
言
莱
、
居
八
語
、
府
語
の
模
倣
-
ミ
)111
心は

れ
る
物
を
些
少
混
じ
た
趣
向
ミ
同
じ
様
で
父
幾
つ
た
試
が
吾
人
の
探
し
求
め
て
居
る
九
州
語
ー
に
胸
し
て
摘
痰
出
来
る
の
で
あ
つ
て
、
何
れ

も
「
日
本
文
根
講
座
」
第
十
六
巻

（
昭
和
一二年
四
月
）
及
ぴ
第
十
八
春

（
同
七
月
）
の
「
紀
海
音
研
究
」

（
改
訂
新
版
第
十
咎
所
収
、
昭

祠

功

皇
后
言
紐
」

（竿

噂

疇
）

第

二

輯

1
0
 

（三
九
四
）



九

州

方

言

の

特

異

性

が
、

ナ
紘
に
彼
の
軽
口
笑
話
頷
を
一
括
す
る
噺
本
な
る
も
の
は

、
大
憫
が
上
方
•
江
戸
雨
期
に
跨
つ
て
存
在
す
る
方
言
資
料
こ

し
て
翁
重
す

い
て
居
る
し
、
胴
東
の
田
舎
者
も
ま
た
然
り
で
あ
る

そ
の
後
江
戸
文
學
が
刷
東
方
言
の
上
に
疲
逹
す
る
に
従
っ
て
、

（
改
訂

照
す
る
さ
面
然
た
る
典
味
に
包
ま
れ
は
し
ま
い
か
。

か
る
か
↑
ど
・
）
し
ん
ら
く
し
の
い
へ
づ
と

奮
云
ふ
文
句
は
、
殊
に
同
じ
座
で
上
場
さ
れ
た
並
木
宗
輔

。
丈
助
の
「
苅
壼
桑
門
銑
紫
戦
」

（誓

翌

5
)
な
さ
を
想
起
し
て
、
彼
此
別

筑
紫
育
の
し
て
：
ん
奴
に
身
を
痰
し
た
為
朝
が
丁
稚
姿
の
重
仁
親
王
に
轄
ぷ
な
さ
労
る
に
應
じ
て

ナ
ア
イ
な
い
／
＼

な
る
返
事
を
さ
せ
て
居
る
の
は
此
の
場
合
頗
る
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
更
に
そ
の
道
行
で
始
は
小
ざ
つ
ま
ミ
瑕
稲
す
る
琉
球
女
も
う
き

第
三
段
に
於
て
立
宗
帝
が
先
年
安
部
仲
麿
に
案
内
を
聞

暑

八

年

）

一七一――――

ん
が
日
本
ぐ
ち
の
筆
法
や
、
同
じ
く
時
代
物
「
立
宗
皇
帝
迷
莱
鶴
」
（

い
ろ
く

ら

ぺ

か

ら

ぶ

ろ

に

い
て
四
い
た
日
本
へ

漕
渡
り
、
長
崎
の

丸
山
こ
色
比
の
胴
風
呂
沸
き
云
々
ミ
空
想
に
耽
る
所
で
、

楊
費
妃
が
寝
起
ぎ
姿
に
種
々
装
さ
せ
て

生

じ

あ

い

さ

つ

i
、J

ざ
ん
す
混
り
の

茶
の
挨
拶

「日
本
文
梨
講
座
」
第
二
咎
（
大
正
十
五
年
十
二
月
）
及
ぴ
第
四
咎
（
昭
和
二
年
二
月
）
の
「
日
本
文
尿
の
言
語
梨
的
考
察
」

新
版
第
一
巻
「
日
本
文
尿
継
説
」
所
牧
、
昭
和
七
年

一
月
）
で
保
科
孝
一
氏
が
言
は
れ
る
如
く
（
第
二
巻

一
三
頁
暉
五
七
頁
）

上面
）
元
禄
こ
ろ
ま
で
は
、
文
慇
が
京
阪
地
方
の
方
言
を
基
礎
ミ
し
て
褒
逹
し、

測
東
方
言
は
あ
ま
り
こ
れ
に
典
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、

各
地
方
の
方
言
が
自
由
に
使
い
こ
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。

束
洵
追
中
膝
栗
毛
や
木
曾
逍
中
等
を
見
て
も
、
脚
本
や
軽
口
ば
な
し
の
類
を
見
て
も
、
九
州
の
田
舎
武
士
は
そ
の
地
方
語
を
用

IOI
――
 

（三
九
五
）

へ
ん
じ

あ
い
ミ
返
事
も
後
や
先



つ
て
も
面
白
い
論
題
が
生
す
る
事
に
な
り
は
し
ま
い
か
。

い
て
閥
東
ミ
似
通
う
て
居
を
こ
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

「
涙
う
良
う
」

轟

二
大
方
言
の
競
争
」
な
さ
へ
は
始
非
採
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ミ
思
ふ
し
、
更
に
保
科
魯
授
が
「
日
本
文
根
の
言
語

學
的
考
察
」
（

「日
本
文
屎
諧
座
」
）
に
於
て
（
第
四
巻
三
六
頁
醐
八

0
頁
）

註
）
閥
束
方
言
に
は
促
音
、
脚
西
方
言
に
は
長
音
芦

嶺

し
、
こ
れ

を

一大
方
言
を
匝
別
す
る
も

つ
さ
も
著
し
い
特
徴
に
な

つ
て
居

（中

m" 

の
で
あ
る
c

冨
桶
な
氣
風
は
長
―立自
に
よ
り
、

剛
促
な
氣
級
は
促
音

b
と

る
が
、
こ
れ
は

つ
ま
り
地
方
民
の
氣
象
の
相

違

に

原

す

く

も

略

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
九
州
地
方
の
言
語
に
も
促
音
の
お
う
い
に
褒
逹
し
て
い
る
の
も
、
や

は
り
そ
の
氣
象
に
お

ミ
述
べ
ら
れ
る
観
察
な
さ
を
想
ひ
合
は
せ
、
抑
々
筑
紫
方
言
は
東
西
何

れ
へ
加
招
す
可
き
も
の
で
あ
ら
う
か
ミ
考

へ
出
す
さ
、
何
人
に
取

次
に
闘
束
方
言
園
内
の
一
角
地
に
育
つ
て
今
後
重
吸
な
る
新
典
指
母
勢
カ
ー
こ
な
る
の
み
な
ら
ず
や
が
て
は

H
本
全
國
の
規
範
棉
準
の
地

位
に
迄
登
る
混
合
方
言

「
江
戸
言
葉
に
就
て
」
は
夙
に
保
科
敬
授
が
雑
誌

「
東
亜
之
光
」
第
四
咎
第
十
二
誠
盆
5

治
四
十
二
年
十
二
月
）

て
吉
澤
煎
士
が
前
掲
論
文

「
束
四
雨
京
の
言
葉
戦

及
び
第
五
巻
第
一
琥
（
同
四
十
三
年

一
月
）
に
於
て
論
述
さ
れ
て
居
り
、
自
分
は
斯
＜

の
「
七

あ
る

「
人
は
そ
だ
ち
」
の
勢
頭
に
記
さ
れ
る

て
、
例
へ
ば
吉
澤
博
士
が
「
國
語
説
鈴
」
（
昭
和
六
年
）
所
牧
の

「
東
西
附
京
の
言
薬
戦
ひ
」
（
昭
和
二
年
）

や
同
じ
く
「
剛
語
史
概
説
」

ミ
「
紅
薬
」
f

こ
に
掛
け
る
洒
蕗
に
勝
る
誠
に
典
昧
禅
々
た
る
査
料
で
あ
っ

品
位
の
貼
で
は
兎
も
角
ミ
し
て
共
の
時
代
や
内
容
を
考
限
に
入
れ
る
時
、
彼
の
安
梨
庵
策
他
が

「
醒
睦
笑
」
（
字
噂
式
）
（
稿
）
巻
之
五
に

（醤

）
が

可
き
も
の
で
あ
り
、

今
後
様
々

の
既
例
は
人
々
に
由
つ
て
幾
多
指
摘
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
中
に
も
、

「
軽
口
浮

讐

」（
噂

疇

）
巻
之
五
の
「
言
菰
ち
が
ひ
」
に
見
え
る

「
尉
」
ミ
「
叫
忍
」
―
こ
に
利
か
す
口
合
な
さ
こ
そ
、

自
分
の
眼
に
留
っ
た
探
蔀
亭
羅
山

文

母

研

究

第

二

輯

IO~ 

(
11
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六
）



九
州
方

言

の
特

異

性

の
二
首
は
蜀
山
人
全
集
た
る

此
池
は

か

な

七

き

は
「
金
曾
木
」
（
「
新
百
家
諒
林
」
―
―
-
）
に
記
録
さ
れ
て
あ
る

（
七
二
四
ー
五
真
）
か
ら
確
直
な
創
作
で
あ
る
が
、

山
の
端
に
出
る

わ
り
た
ち
も

み
ん
な
出
て
見
ろ

こ
ん
げ
ん
月
は

ひ
こ
さ
ん

今
夜
こ
そ

老
山
や
ま
の

よ
う

の
二
首
の
方
は
古
来
人
口
に
吟＂夕火さ

れ
て
居
り
、
例
へ
ば
大
庭
耀
氏
の

「
長
崎
酪
箪
」

い
ち
わ

い
ち
ご
ん

れ
て
（
ニ
ニ
七
ー
八
頁
）
あ
る
が
、
菟
し
そ
の
「
一

話
一
言
」
咎
二
（
「
新
百
家
説
林
」
四
）
に
於
て
（
七
一

頁
）

ま
る
A

方
一・白
歌
を
悉
く
抽
出
し
て
ゐ
る
様
な
常
時
の
方
言
フ
ァ

ン
ミ
し
て
は
常
然
あ
り
得
nJぎ
事
柄
ミ
世
評
に
上
さ
れ
よ
う
も
の
＼
此

「
新
百
家
脱
林
」
に
は
所
甜
拾
録
さ
れ
ざ
る
も
の
に

屈
す
る
さ
云
ふ
幽
だ
け
な
ら
格
別
問
隠
は
な
い
ー
こ
し

て、

宜
は
肉
筆
の
所
在
が
全
然
不
明
で
は
あ
h
‘
傍
々
其
の
其
偽
も
頗
る
怪
し
い
種
類
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て

長
崎
の

ミ
ん
く
も
な
か
ぬ

月
は
よ
か

ば
つ
て
ん
か
し

ひ
」
（
「
國
語
説
鈴
」
所
収
）
で
記
さ
る
A

月
は
よ
か
ば
い

え
つ
さ
な
か
ば
い

こ
ま
か
鮒
'()
も

（
二
四

一
ー
ニ
頁
）

1
0五

（
昭
和
―
―
一
年
｀
郷
土
研
究
祉
）
な
き
に
も
収
録
さ

面
）
江
戸
方
言
f
f
)

京
方
言
ミ
の
地
位
は
、
前
の
上
方
文
慇
に
於
け
る
反
別
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
筈
で
あ
る
。

粟
毛
．
一
二
馬
の
浮
世
風
呂
な
さ

で
は
、

京
方
言
は
正
し
く
他
の
田
合
方
言
-
こ
同
様
に
取
扱
は
れ
て
、
江
戸
人
の
お
笑
ひ
種
に
用
ひ
ら

れ
て
ゐ
る
。
冠
肢
は
こ
：
』
轄
仰
し

て、

京
方
一q口
は
替
て
江
戸
方
言
に
加
へ
た
‘
)
こ
ろ
の
も
の
を
以
て
報
い
ら
れ
た
の
で
あ
る

ミ
云
ふ
叙
述
を
拝
借
し
て
、

直
に

以
下
の
前
骰
に
換
へ
る
事
ミ
す
る
。

誓
’
文
紐子に
於
け
る
九
州
方
言
は
先
づ
蜀
山
人
事
大
田
直
次
郎
（
襲

言

言

庭

）
の
敷
首
の
狂
歌
か
ら
始
ま
る
。
彼
が
文
化
六

年
(
-
八

0
九
）
八
月
四
日
に
長
崎
の
立
山
で
詠
ん
だ
ミ
自
ら
記
し
且
語
籾
さ

へ
し
て
ゐ
る
所
の

出
う
き
f
l
)

も
す
る

（
三
九
七
）

「物
類
稲
呼
」

に
含

一
九
の
束
海
道
膝



こ
の
く
に

3

0

0
ば
し

此
國
は
も
ふ
氣
が
な
か
橋
だ

川
柳
狂
歌
が
散
文
化
さ
れ
た
ミ
も
見
倣
す
可
ぎ
黄
表
紙
を
看
過
無
視
す
る
氣
は
固
よ
り
砥
も
あ
る
筈
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
穂
数

約
二
千

嘉

へ

ら

れ

る
作
品
の
中
で
、
代
表
的
の
約
三
百
が
や
が
て
「
麟
黄
表
紙
代
表
作
選
」
ミ
し
て
江
戸
時
代
文
化
研
究
會
か
ら
醗
刻

刊
行
を
完
了
し
た
暁
は
尚
の
事
、
恐
ら
く
是
以
上
精
彩
あ
る
匝
國
語
は
先
づ
見
ら
れ
ま
い
ミ
信
ず
る
質
例
を

一
っ
提
供
し
て
此
の
難
課
題

を
我
な
が
ら
巧
妙
に
切
抜
け
る
事
に
し
よ
う
。
通
笑
事
市
楊
小
平
次
（
鱈
奴
鳩
[
-
笠
芸
庭
）
の
「
娯
印
隼
め
ぐ
町
」
（
表
捻
隣
）
は

小

林
三
郎
平
な
る
男
が
叩
犀
に
會
っ
た
後
各
稲
の
珍
奇
な
島
を
巡
る
筋
で
あ
っ
て
、
栂
文
館
「
絞
帝
國
文
廊
」
第
三
十
四
緞
「
諏
黄
表
紙
百

面
治
舟
四
年
）

及
ぴ
國
民
図
書
株
式
會
祉
「
近
代
日
本
文
學
大
系
」
第
十
二
巻
「
黄
表
紙
集
」

さ
れ
て
あ
る
が
、
此
の
作
の
寓
意
は
元
来
何
鹿
へ
行
か
う
さ
も
江
戸
程
結
梢
な
士
地
は
あ
る
ま
い

さ
云
ふ
事
で
あ
ら
う
ご
紹
帝
國
文
血
本

校
訂
者
が
解
す
る
(
―

ニ
ニ
頁
）
の
は
兎
も
角
さ
し
て
、
此
の
三
郎
平
が
手
長
島
に
お
い
て
矢
張
り
典
味
索
然
た
る
餘
り

紹
帝
國
文
庫
本
一
―
七
頁

近
代
13本
文
學
大
系
本
四
0
一頁

さ
言
ふ
所
が
あ
る
。
即
ち
作
者
は
蹴
に

「
氣
が
無
い

」
ミ

「
長
橋
」
こ
を
平
凡
に
掛
け
た
の
で
あ
る
が
、
知
ら
ず
、
百
五
十
年
の
今
日
自

分
は
不
卸
火
の
筑
紫
國
に
於
て
此
の
天
典
の
珠
至
を
有
難
く
拝
領
す
る
の
で
あ
る
。

種
」

（
昭
和
二
年
初
版
）
へ
翻
刻
所
牧

は
宜
に
彼
に
於
て
初
て
出
現
を
見
る
の
で
は
な
い
か
。

も
彼
が
様
々
の
斐
名
を
以
て
盛
に
欄
係
し
た
洒
蕗
本
に
は

一
九
や
三
馬
に
貧
け
ず
各
地
の
方
言
が
巧
に
寓
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
、
西
固
語
は

矢
張
り
全
然
見
常
ら
な
い
の
を
想
ふ
ミ
、
是
等
敷
酋
の
方
言
歌
は
屯
も
角
記
認
さ
る
可
き
も
の
で
あ
ら
う
。
彼
の
所
謂
「
長
崎
ば
つ
て
ん
」

文

學

研

究

第

二

輯

1
0六

会
一
九
八
）



九

州

方

言

の

特

異

性

1
0七

（
三
九
九
)

だ
に
お
國
訛
は
記
録
し
て
な
い
以
上
．
既
在
す
る
中
央
の
強
料
で
は
次
の
二
作
品
を
以
て
滴
足
す
る
よ
り
外
仕
方
が
あ
る
ま
い
現
朕
な
の

ぃ
b

ミ
言
ふ
の
み
で
あ
り
、
後
北
れ
で
は
女
郎
の
ミ
ら
ミ
文
朝
ご
の
間
に
「
芋
客
」
云
々
ミ
影
で
喩
さ
れ
て
居
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
片
語

よ

う

ヤ

す

｀

し

コ
フ

お
ぎ
く
さ
ん
そ
の
様
に
あ
く
せ
く
せ
ず
ミ
ち
つ
ミ
御
休
な
さ
ら
ぬ
か

（誓
諏
翠
）
に
は
闘
崩
者
は
出
る
が
、
前
者
で
は
腰
掛
け
て
屑
る
二
三
人
の
薩
靡
侍
の
一
人
が
茶
屋
娘
の
お
菊
に
向
つ
て
只

一
同

や
天
狗
山
人
事

芝

晉

交

（誌

）
の

し
メ
め

い

ピ

い

く
最
初
に
し
て
最
後
で
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
森
羅
腐
象
事
森
島
中
良
（
輝
疇
麟
二
⑬
虚
翌
醗
）
が
「
兵
女
意
題
」
の
自
序
で

サ
」
は
固
よ
り
だ
が
、
眸
川
子
事
西
村
定
雅
（
紐
聾
翠
一
疇
謬
図
虹
）
の

「
蜀
瞬
＂
冑
声
砥
]

（誓
諏
鯰
乍
）
に
於
け
る
姓
名
だ
け
の
長
崎

麿

闊

讐

し

て

も

、
紀
橋
柳
下
（
謳
）
の
「
罰
雷

」（
議

論

）

（稿
）

し
な
か
ハ
や
う
じ

「
品
川
楊
枝
」

（
昭
和
六
年
五
月
）
の

「
九
州
方
言
の
輪
廓
」

所
牧
の
「
尾
張
名
古
屋
方
言
で
雹
か
れ
た
洒
落
本
I

こ
中
本
ー
こ
を
紹
介
し
て
」

江
戸
時
代
の
西
國
武
士
は
、
少
か
ら
ず
洒
落
本
育
料
こ
な
っ
て
女
郎
衆
の
槍
限
に
あ
が
つ
て
ゐ
る

さ
云
ふ
様
な
事
は
誰
に
も
言
は
れ
又
想
倣
さ
れ
る
が
、
抑
々
既
に
所
謂
標
準
語
を
語
る
田
舎
侍
に
於
て
さ
へ
西
國
生
れ
は
矢
鱈
に
出
現
し

忍

な
い
様
で
あ
る
。
唐
来
三
和
事
加
藤
源
蔵

（
繹
韓
竺
一
冦
量
烹
瞬
）
の

「
厨
即
参
加
」
（
吠
環
緯
）
に
於
て
日
本
語
は
江
戸
言
薬
の
み

し
か
見
ら
れ
ぬ
不
服
を
言
ふ
の

は
「
放
送
講
演
集

。
九
州
方
言
講
座
」

（
九
頁
）
が
恐
ら

（
大
正
十
五
年
）
に
於
て
（
五
一
二
九
ー
四

0
頁
）

「
幾
後
の
モ

洒
落
本
五
百
節
の
中
に
は
解
籾
の
仕
方
に
よ
り
内
容
的
に
は
滑
稽
本
ミ
匿
別
の

つ
か
な
い
も
の
が
多
々
あ
る
に
し
て
も
、

そ
の
大
部
分

は
江
戸
時
代
文
化
研
究
會
等
の
努
力
に
よ
り
今
や
研
究
縞
刻
さ
れ
終
つ
て
●
可
な
り
様
々
の
事
か
言
へ
る
繹
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
所

謂
代
表
的
傑
作
に
於
け
る
九
州
方
言
存
在
の
有
無
な
さ
は
勿
論
問
題
に
な
ら
な
い
さ
し
て
、
文
學
的
に
は
何
れ
も
索
呼
ろ

コ
ン
マ
以
下
の
作

品
に
瀦
む
で
あ
ら
う
斐
態
的
西
國
訛
な
る
も
の
が
仲
々
得
難
い
の
で
あ
り
、
否
、
更
に
例
へ
ば
吉
涸
博
士
が
そ
の
「
國
語
國
文
の
研
究
」

“ 



る
所
で

ら
う
に
‘
心

O

通
こ
や
ら
に
な
つ
て
浪
人
の
い
た
し
た
ら

よ
か
ら
う
し
、

然
る
限
り
是
は
常
然
匝
國
語
助
僻
の

大
系
本
第
阻
巻
五
九
＝
貢
十
二
行

六
合
館
の

雲
中
合
山
蝶
（
碑
諏
）
の

「
洒
落
本
大
系
」

（
江
戸
時
代
文
化
研
究
曾
）
第
四
咎
盆
昭
和
五
年
十
一
月
）

.‘
,
 

（
天
明
元
年
）
に
出
る
西
劉
侍
の
言
薬
は
平
凡
な
標
準
語
で
通
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
カ

こ．
9
だ
い
の
む
に
ご
と

「
公
大
無
多
言
」
一
七
八
一

つ
う
じ

0

0

さ
だ
め
て
ミ
う
ち
の
通
人
は
お
も
し
ろ
い
こ
ー
こ
な
る
へ
い

さ
あ
る
の
が
見
逃
し
難
い
の

で
あ
っ
て
、

総
じ
て
洒
落
本
も
其
の
性
毀
上
勿
論
だ
が
此
の
作
品
は
憫
黙
を
振
つ
て
な
い
所
が
多
々
存
す
る

上、

大
系
本
の
顔
刻
及
ぴ
後
か
ら

（
昭
和
七
年
）
配
布
さ
れ
た
正
誤
表
に
由
つ
て
も
｀
此
の

「
へ
い
」
は
動
き
の
無
い
所
ミ
受
け
取
っ
て

う。

作
者
自
身
は
所
謂
「
も
さ
言
薬
」

「
ば
い
」

（四

O
O
)

ヘ
闘
刻
所
牧
さ
れ
た
行
成
山
房
大
公
人
一
名

の
大
に
在
る
可
く
し
て
而
も
容
易
に
得
難
き
片
鱗
ミ
解
す
可
き
で
あ
ら

（
「
申
す
」

を
用
ふ
る
意
）

ミ
し
て
言
語
上
で
は
東
西
南
北
の
誠
別
を
せ
す
「
躙
束
平
」
ミ
同

一

視
し
て
ゐ
た
か
否
か
は
、
此
の
場
合
自
分
の
主
張
に
少
し
も
動
揺
を
典
へ
な
い
。
他
の
作
品
に
於
て
敢
へ
て
珍
ら
し
く
も
な
か
る
可
き
棧

黄
裏
が
思
は
ず
洩
ら
す

「
べ
い

」
ミ
恐
ら
く
代
は
同
一
物
で
あ
ら
う
に
も
不
拘
、
作
者
が
明
ら
か
に
最
初
か
ら
西
こ
く
方
の
生
れ
ー
こ
見
え

て
ミ
限
定
し
て
奥
れ
て
ゐ
る
所
を
ば
に
捨
て
難
し
こ
し
炭
い
ミ
思
ふ
。
斯
く
見
る
時
此
の
侍
が
第
九
同
目
に
今
度
は
食
客
の
平
架
に
答

へ

す
る
一

條
の
終
の
方
で

所
自
分
は
そ
の
お
國
訛
ミ
既
し
き
も
の
を
褒
見
し
た
。

で
あ
る
。

文

學

研

匹)1, 

第

二

輯

そ
れ
は
此
の
侍
が
全
部
十
同
口
を
利
く
が
第
一二
同
目
に
吾
要
庵
通
雷
ーに肘
し
て
痰

只
一
箇

1
0八



九
州
方

言

の
特
異
性

さ
だ
け
は
吾
人
に
典
へ
て
呉
れ
る
の
で
あ
る
。

十
返
合

一
九
嵐

田
貞
一
（
認
翠
一

疇
翠

五

）
に
至
っ
て
、
以
後
総
じ
て
泊
稽
本
な
る
も
の
は
些
少
な
が
ら
阻
も
角
資
料
ミ
興
味

一
名
桃
尻
山
人
（
譴
）
の

1
0九

「
あ
ん
が
い
」
「
こ
ん
が
い
」

き
九
州
者
の
言
疵
の
存
す
る
事
は
、

盆
改
訂
新
版
第
十

ミ
評
さ
れ
る
一
人
に
節
へ

ら
る
可
き
金
太
棲
（
主
人）

「
翫
（
闘

）

翫

椰
―砂

竺

門

（
改
庫
噂
婢
）
に
珍
ら
し

同
上
本
五
九
七
頁一

行

さ
あ
る
の
も
，
他
の
場
合
に
多
く
欣
見
す
る
の
ミ

は
違
つ
て
非
常
に
生
ぎ
て
来
る
ミ
息
ふ
の
で
あ
る
。

同
じ
く

「
洒
落
本
大
系
」

第
八
巻

（
昭
和
五
年
十
二
月
）
の

「解
幽
」
で
山
崎
麓
氏
に

（
二
四
頁
）

（
釦
）
上
方
の
洒
落
本
の
振
は
ぬ
の
も
こ
ん
な
骨
惜
み
の
作
者
が
居
る
か

ら
で
あ
る

「日
本
文
學
諧
座
」
第
九
巻
（
昭
和

二
年
八
月
）
の
「
方
言
研
究
ミ
方
言
文
根
」

四
巻
所
牧
、
昭
和
七
年
十
月
）

に
於
て

（
一
七
七
頁
）
束
條
操
氏
に
指
摘
さ
れ
て
あ
る
が
、
此
の
作
品
は
洒
落
本
ミ
云
ふ
よ
り
も
滑
稽
本

に
近
く
殊
に
は
劣
作
た
る
の
故
を
以
l
勿
論
春
陽
堂
の

「
洒
落
本
集
成
」
に

は
拾
録
さ
れ
ざ
る
も
の
A

―
つ
で
あ
っ
て
、

六
合
館
の

「
洒

落
本
大
系
」
に
も
漸
く
そ
の

「紹
刊
」

第
一
巻
へ
醜
刻
さ
れ
る
事
ミ
な
っ
た
。
編
邸
者
の

一
人
な
る
高
木
好
次
氏
の
原
本
調
査
書
抜
の
御

敬
示
に
由
る
ミ
、
三
五
兵
衛
及
び
八
右
術
門
な
る
二
人
が
僅
少
の
所
謂
四
國
語
を
弄
す
る
の
で
あ
る
が
、

「し
ち
よ
り
」

位
の
外
に
「
申
す
」
を
頻
痰
し
て
居
る
だ
け
で
は
、
宜
在
性
や
巧
拙
は
暫
く
措
い
て
も
、
必
ず
し
も
九
州
翔
ご
見
倣
す
可

ぎ
程
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
只
そ
の
歌
に
な
る
所
で

0

0

 

よ
か
嫁
を
も
ち
ゃ
っ
た

ミ
云
ふ
一
句
が
｀
此
の
作
品
の
査
料
伯
値
を
吾
人
に
高
め
て
い
犬
れ
る
の
で
あ
る。

そ
の
餘
り
に
も
有
名
な
る

「叩
呵
膝
栗
毛
」
全
八
編
は
享
和
―

一年

(
-
八

0
二
）
か
ら
文

（四
0
1
)



頁）

（
昭
和
七
年
七
月
）
に
於
て
（
八
一
頁
）

弼
る
A

氏
も
「
日
本
文
尿
講
座
」
第
九
咎

（
昭
利
二
年
八
月
）
の
「
方
言
研
究
ー
こ
方
言
文
尿
」

最
初
は
ほ
ん
の
滑
囲
の
材
料
に
使
っ
た
方
言
も
、
終
に
は
い
：
加
減
で
は
す
ま
な
く
な

っ
た
も
の
｀
こ
見
え
る
。

及
び
第
十
六
咎

（四
0
1
―
)

本
で
も
洒
蕗
本
で
も
、
咎
中
の
方
言
は
多
く
は
机
上
の
作
で、

あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
も
の
が
多
い
、
し
か
し
膝
栗
毛
は
是
等
の

中
で
は
か
な
り
忠
宜
な
も
の
で
、
之
は
作
者
が
宜
際
旅
行
し
た
結
果
で
あ
ら
う

さ
さ
れ
て
居
り
、
更
に

一
屁
細
か
に
検
討
す
る
時
に
は
、
例
へ
は
「
日
本
文
根
講
座
」
第
十
五
巻
（
昭
和
三
年
一―-H
)

（
同
四
月
）
の
「

一
九
研
究
」

る
（
第
十
六
竺
―
―
頁
（
聾
言

一七
頁
）

膝
柴
毛
の
方
言
は
東
海
道
中
京
阪
の
分
は
ま
づ
正
確
な
も
の
で
あ
る
が
、
他
國
の
分
は
可
な
り
怪
し
い

さ
云
ふ
批
評
な
さ
｀
九
州
在
住
以
来
五
年
に
垂
ミ
す
る
此
の
頃
で
こ

そ
だ
が
、
東
京
で
生
れ
て
十
敷
年
、
東
海
道
筋
を
経
て
以
後
京
阪
神

こ
な
、
正
直
の
所
詔
分
椛
威
の
あ
り
さ
う
な
論
結
ご
感
じ
ら
れ
て

ゐ
た
。
更
に
東

間
に
同
じ
く
十
敷
年
の
生
活
経
瞼
し
か
な
い
自
分
な
さ

i

l

條
氏
が
「
説
文
學
者

一
夕
話
」

（
改
訂
新
版
第
十
巻
所
収
、
昭
和
六
年
七
月
）
で
源
村
作
博
士
が
束
條
操
氏
の
言
さ
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ

羹

慶

に
「
方
言
資
料
こ
し
て
見
た
る
東
海
道
中
膝
柴
毛
」
ミ
云
ふ
隠
を
選
ん
だ
の
は
今
か
ら
考
へ
る

ミ
そ
の
選
定
そ
の
も
の
が

既
に
滑
籾
で
あ
っ
た
、
方
言
研
究
を
志
し
な
が
ら
臨
地
の
宜
地
採
集
蓋
拿
材
料
を
膝
栗
毛
な
さ
に
求
め
た
r

：ヽ
こ
ろ
、
認
誠
不
足

一
個
に
云
ふ
ミ
滑
稽

（
改
訂
新
版
第
十
四
巻
所
牧
）

に
於
て
（

一
七
五

ら
文
政
五
年
(
-
八
二

二
）
に
瓦
つ
て
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
抑
々

是
の
中
に
含
有
さ
れ
る
諸
國
方
言
の
質
在
性
に
就
て
は
、
東
條
操

化
六
年
（
一
八

0
九）

ヘ
掛
け
て
物
さ
れ
た
上
、
所
謂
「
如
叫
」
は
文
化
十

一
年
に
迫
加
さ
れ
、

「
絞
膝
栗
毛
」
全
十
編
は
文
化
七
年
か

文

學

研

究

第
二
輯

―1
0
 



九
州
方

言

の
特
異
性

（
俺
共
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

文
學
の
小
説
に
於
て
は
最
初
の
水
準
的
西
國
柄
の
出
現
さ
云
ふ
様
な
修
飾
句
は
勿
論
保
留
し
て
附
い
た
方
が
安
全
で
あ
ら
う
が
、

長
崎
方

．．
 

。。

「
う
ん
さ
も
」
（
是
は
「
汝
共
」
を
邸
味
す
る
の
で
あ
る
）
は
「
お

っ
さ
も
」

「
物
類
稲
呼
阻
國
方
言
索
引
」
を
参
照
さ
れ
度
い
。

て
ゐ
る
而
白
味
が
九
州
訛
の

の
手
前
口
は
ば
た
い
が
、
あ
ら
ず
も
哉
の
私
見
を
追
加
さ
せ
て
腹
ふ
ミ
、

で
落
第
も
の
で
あ
る

(m)

・ミ
云
ふ
告
白
に
野
し
て
、
殊
に
は
三
田
村
立
龍

（
店
魚
）
氏
の
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
輸
諧
」
三
篇

（
大
正
十
五
年
ー
ー
昭
和
五
年
）
な
さ

一
九
の
方
言
な
る
も
の
に
は
時
に
彼
の
越
谷
吾
山
の

「
止
町
が

.

.

.

.

.
 
（
安
永

11

年一．．．．．゚
：゚
・:・:

言
物
類
稲
呼
」
一
七
妙
五
の
み
を
材
料
ミ
し
て
繋
ぎ
合
は
し
た
手
法
痕
跡
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

「
江
戸
軟
文
根
考
異
」

闘
讐
毛
」
全
八
編
中
で
九
州
方
言
の
出
る
の
は
只
―
二
箇
所
し
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
六
編
（
改
庫
噂
婢
）
上
編
で
伏
見
か
ら
大
阪
へ

行
く
八
訓
家
舟
の
中
で
乗
合
の
人
々
が
闊
藝
を
行
ふ
時
に
長
崎
の
人
が
合
計
七
同
程
所
謂
長
崎
緋
を
使
用
し
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
江
戸

言
こ
し
て
受
取
る
限
り
、

（四
0
三）

「
な
し
」

（
何
故
）

（
昭
和
三
年
初
版
）
所
牧
の
「
十
返
舎

一
九
の
旅
程
」

少
く
さ
も

尾
崎
久
弛
氏
の

（大
正
十
五
年
十
二
月
）
に
由
れ
ば
（
ニ
ニ
四
頁
）
不
詳

で
は
あ
る
が
若
干
の
質
感
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
西
海
道

に
濶
し
て
、
明
ら
か
に
此
の
細
上
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「

詞
誓

毛

」
後
編
（嘩
璧
琴
）
の
凡
例
に
暗
示
は
得
な
く
『
l

)

も
強
硬
に
主
張
し
得
る

―二

の
例
が
殿
げ
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
直
接

な
さ
云
ふ
事
は
誰
に
で
も
相
常
翌
富
な
語
例
を
有
す
る
憫
瞼
で
は
あ
っ
て
も
、
例
へ
ば
束
北
緋
で
は
執
拗
に
「
い
ぐ
」

是
は
強
ち

採
集
に
多
大
の
不
便
を
感
じ
た

で
あ
ら
う
西
國
語
に
於
て
は
営
然
な
事
で
あ
ら
う
し
、

口咤
空
為
に
右
の
凡
例
の
中
で
記
し
て

ゐ
る

ふ
•
9
E
L
K

が
つ
も

の
い
ひ

せ
い
だ
く
し
ゃ
べ

つ

（
下一

騨

々
風
土
に
賭
言
音
律
に
梱
濁
の
差
別
あ
り

各屑

（
行
く
）
ミ
出
し

に
は
全
然
鋏
除
し
て
ゐ
る
様
な

片
手
落
が
存
す
る
の
で
あ
ら
う
。
尚
本
誌
前
輯
拙
稿



自
然
で
あ
っ
て
、
さ
も
無
け
れ
ば
亭
主
を
始
-
ミ
ェ
す
る
中
國
鼎
ミ
匝
別
が
付
け
ら
れ
ま
い
。

は
勿
論
の
事
だ
が
、

「
な
ら
な
い」

る
助
詞
は
さ
う
も
感
心
出
来
ず、

是
は

「
よ
か
ば
い
」

の

讐

述

の

差
異
を
除
く
さ
、
語
曲
は
悉
く
「
物
類
稲
呼
」
（
麟

闘

）

か
ら
借
用
し
た
ら
し
く
、

さ
ら
し
い
四
國
語
の
組
合
せ
か
ら
生
す
る
滑
稽
に
は
再
誤
三
誤
噴
阪
せ
ず
に
居
ら
れ
な
い
。

゜

「
い
た
い
て
」

（
致
し
て
）
さ
し
な
い
所
な
さ

同
じ
二
編
の
下
巻
で
は
宮
嶋
の
旅
籠
屋
に
丁
度
泊
り
合
は
せ
た
ニ
―
―
―人
の
四
國
侍
が
、
定
宿
な
る
に
不
拘
自
分
逹
を
禰
次
郎
、
北
八
よ

゜

り
も
扱
を
後
に
し
た
ミ
云
ふ
幽

へ
据
ん
で
、

亭
主
に
常
り
散
ら
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
約
九
同
疲
す
る
お
國
手
形
は

「
て
い
す
」
（
亭
主
）

ぶ
1

ら

く

は

よ
い
加
減
な
も
の
で
あ
り
、
数
同
宛
見
え
て
ゐ
る

「
ケ
ニ」

や

「
投
蕗
」
位
の
語益下
に
於
て
示
し
た
音
腺
描
寝
を
除
い
て「な

か
ば
い

」
を
頻
出
す
る
手
前
か
ら
も

「
ケ
ン
」

「
テ
ヤ
」
な

「
ク
イ
」
こ
し
な
け
れ
ば
不

「
せ
な
い
」
等
の
束
殴
語
法
も
此
の
楊
合
非
常
に
不
用
意
に
感
じ
ら
れ
よ
う
。

九
編

（謬

嘉

）
上
冊
で
大
町
宿
附
近
の
村
外
れ
の
茶
店
に
於
て
肥
前
唐
津
出
身
｀
こ
稲
す
る
修
業
者
が
十
同
程
雁
津
糾
た
る
可
き
も
の

合
口
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
是
は
一
九
の
膝
柴
毛
中
で
も
分
拡
最
も
多
く
、
内
容
的
に
も
彊
次
郎
、

北
ハ
の
外
に
茶
屋
の
老
夫
婦
の

か
く
考

へ
る
'tJ

そ
の
如
何
に
も
わ
ざ

h
込
ま
れ
た
時
、

量

（改
庫
論

）
上
巻
に
於
て
弾
次
郎
、

讐

敷
に
居
合
は
せ
た
四
國
侍
が
振
ら
れ
た
の
を
怒
つ

て
誓

九
州
方
言
を

一同
許
り
謳
使
す
る
の

で
あ
る
が
、
多
少

北
八
の
雨
人
が
備
後
の
町
の
淡
―E
泊
つ
て
遊
女
町
を
冷
見
し
璧
眼
屋
ざ
呼
ぷ
遊
女
屋

へ
引
ず

が
出
て
居
り
、
最
後
の
二
箇
所
は
善
光
寺
道
中
に
於
て
で
あ
っ
て
、
帥
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
紐
膝
栗
毛
」
全
十
編
に
於
て
は
四
箇
所
に
西
國
語
が
存
在
し
て
ゐ
る
。

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
事
を
注
意
し
度
い
。

文゜

「
よ
ん
に
よ
う
」

そ
し
て
最
初
の
二
箇
所
は
宮
嶋
参
詣
に
於
て
記
さ
れ
何
れ
も
侍

（肥
後
北
部
な
さ
で
は
孤
立
的
―音
啓
現
象
の
一
一
こ
し
て
Tr派

に
幽
在
す
る
ら
し
い
が
）

屎

研

究

゜

は

「
よ
ん
に
ゆ
う
」
で
な
け
れ

第

二

輯

盆
血
〇
四
)



九

州

方

言

の

特

異

性

つ
さ
う
て
も
」

「
あ
ぎ
ゃ
ん
」

「
た
い
」
の
思
ひ
誤
ミ
解
す
可
ぎ
で
あ
ら
う
。

か
ね
の
＂
ら
じ

む
”
~

金
草
娃
」
の
初
編
は
文
化
十
年
に
著
さ
れ
、
以
後
廿
数
篇
に
亙

つ
て
の
刊
行
年
時
ミ
内
容
筋
書
さ
の
諸
本
異
同
問
題
は

方
言

元

の

「
修
業

尾
崎
久
禰
氏
の

「
『
金
草
娃
」
の
編
次
に
就
て」

（
「
江
戸
軟
火
根
考
奥
」
所
牧
）

で
詳
諒
さ
れ
て
あ
る
が
、
抑
々
此
の
作
品
は
鼻
毛
延

高
ミ
千
久
良
坊
こ
稲
す
る
奥
州
生
れ
の

二
人
が
全
國
を
旅
行
す
る
膝
栗
毛
物
で
は
あ

っ
て
も
、
元
来
が
合
巻
本
で
あ
る
為
、
題
名
の
角
書

に
似
合
は
す
殆
き
方
言
文
學
の
引
用
裔
料
に
は
な
ら
な
い
程
平
凡
な
文
憫
を
以
て
し
た
淫
猥
な
小
咄
集
な
の
で
あ
っ
て
、

況
や
手
並
の
知

れ
た
一
九
の
西
國
語
な
さ
を
強
ひ
て
求
め

る
必
要
も
な
い
様
な
も
の
A

、
博
文
館

「
組
帝
國
文
庫
」
の
「
一
九
全
集
」

（
十
四
ー
ニ
十
四
綱
同
州
四
年
同
上
）

で
は
T
度
意
地
悪
く
大
阪
か
ら
海
路
金
毘
羅
を
経

て
長
門
に
着
き
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
陸
路
山
國
川
に
沿
う
て
長
崎
闘
山
町
に
至
る
原
本
四
編一
二
十
丁
分
の
西
海
道
の
部
分
を
全
く
鋏
除
し
て

居
る
の
で

（
尾
崎
氏
前
掲
論
文
参
照
）
、

念
の
灼
尾
崎
氏
に

そ
の
御
家
蔵
本

（
廿
四
編
物
）
を
詳
細
に
検
し
て
戴
い
た
所
｀
索
苧
ろ
意
外
に

も
此
の
四
編
（
文
化
十

一
年
の
出
版
さ
考
へ
ら
れ
ら
）

に
は
長
崎
遊
典
の
條
に
於
て
女
郎
叉
は
幣
間
の
言
薬
-
こ
し
て
左
の
様
な
九
州
語
が

載
せ
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

明
治
舟
三
年
鰈
刻
）
及
び
「
緻

一
九
全
集
」

「
こ
ぎ
ゃ
ん
」
ミ
な
け
れ
ば
可
笑
し
か
ら
う
し
、

~ 

頻
出
す
る
中
國
式
の
助
語

「で

や
」

は
若
し
宜
感
の
あ
る
も
の
な
ら

（囮
0
五）

（
大
分
）
位
を
除
い
て

は
大
分
非
難
が
あ
ら
う
。

「
あ
ん
が
い」

（彼
）

（
初
ー
十
三
編
、

「
こ
ん
が
い」

（
是
）
は

壁
舌
が
加
り

「麟
疇
膝
架
毛
」
六
編
の
も
の
ミ
共
に
賑
か
な
場
面
で
あ
る
。

「
ふ
ミ
か
」
（
大
ぎ
な
）
さ
云
ふ
語
泣
は
使
用
出
来
て
も
「
ち

（小
さ
く
て
も
）
な
さ
云
は
せ
て
ゐ
る
貼
位
を
除
く
ミ
、

殊
更
新
に
非
難
す
可
き
所
は
餘
り
無
い
様
だ
。

同
じ
九
編
の
下
冊
で

ほ
善
光
寺
の
旅
簡
局
で
西
國
同
者
廿
人
斗
が
所
謂
肥
後
辮
を
二
同
許
り
語
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
偶
然
許
さ
れ
得

る
か
も
知
れ
な
い
「
ょ
ん
に
よ
う
」



の
は
全
然
見
嘗
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

ぉ
含
や
く
さ
ま
が
た
、
す
ね
ふ

り
き
も
に
つ
ら
ん
ば
い

「
金
草
鞄
」
通
語
は
吾
人
に
取
っ
て
全
く
「
無
駄
修
業
」
な
の

う
ん
さ
も
A

お
さ
も
し
て
、
か

み
が
た
さ
な

へ
づ
ら
ん
ば
い
か
、
よ
か

／
＼

ぼ
う
ぶ
ら
ま
く
ら
l

」
へ
こ
こ
い
て
、

そ
こ
ね
い
こ
A

ね
い
っ

h
さ
る
き

「物
類
稲
呼
」
に
見
え
る
所
謂
四
國
語
（
翫
疇
鱈
疇
）
を
引
抜
い
て
お
茶
を
禍
し
た
に
過
ぎ
な
い
事
は、

最
早
自
分
の
指
摘
す
る
迄
も
無
い

で
あ
ら
う
。

因
に
最
後
の
巻
た
る
廿
四
編
又
は
廿
五
編
の
囮
陸
追
は
原
本
に
も
矢
張
り

筑
紫
言
葉
は
全
然
見
酋
ら
な
い
さ
う
で
あ
る
か

ら
、
右
に
示
し
た
四
同
分
の
面
白
く
も
な
い
人
造
九
州
語
を
除

い
て
は
、

同
様
な
趣
に
於
て
同
人
の
滑
稽
本
「
輝
罪
如
彰

尉
琴

函

勾
」
（
改
暉
戸
）
は
、

原
本
所
持
者
な
る
頴
原
退
蔵
氏
の
御
敬
示
に
由
る

さ
、
恰
も
常
時
流
行
し
た
茶
番
の
種
本
用
に
組
人
を
以
て
滑
稽
な
る
話
を
盛
り
込
ん
だ
の
み
で
あ
っ

て
、
此
の
方
は
叉
方
言
衰
料
な
る
も

然
る
に
同
じ
一
九
が
合
咎
本
の
「
忠
臣
鰤
疇
釦
、
」

（改
贋
冠
）
で
は
そ
の
得
意
の
方
言
通
を
盛
に
振
舞
は
し
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
、

筋
は
狸
が
種
々
の
役
者
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
上
欄
に
あ
る
「
忠
臣
蔵
穀
鵡
石
」
に
於
て
骰
名
手
本
忠
臣
蔵
の
淮
瑠
璃
の
文
句
を

各
地
の
方
言
に
翻
繹
し
て
示
し
て
居
り
、
九
州
に
濶
係
し
て

は
小
の
定
九
郎
に
は
肥
州
f

こ
し
て
肥
州
揺
を
、
原
郷
右
伽
門
に
は
肥
前
ー
こ
し

て
肥
前
織
を
語
ら
せ
綿
計
二＿―-
百
語
可
な
り
の
長
文
で
あ
る
さ
う
だ
が
、
そ
の
一

斑
は
雑
誌
「
文
藝
春
秋
」
第
十
年
第
九
拙
「
涼
風
誤
本
」

（
昭
和
七
年
七
月
三
十
日
夏
期
臨
時
増
刊
）
の
尾
崎
久
弾
氏
が
「
九
州
方
言
の
小
説
」
に
於
て
(
-
四
ー
五
頁
）
親
ふ
事
が
出
来
る
。
勿

い
か
な
ち
う
つ
ろ
ば
つ
て
ん
か
ら

文

學

研

” ;Iし

第
一
＿
輯

―
―
四

（四
0
六）



九
州
方

言

の
特

異
性

初
代
一
九
の
膝
栗
毛
は
所
謂
膝
栗
毛
盃
ざ
も
梢
す
可
ぎ
敷
多
の
模
倣
類
似
物
を
蔽
ん
だ
中
で
、
厨
応
恥
和
雲
水
（
社
疇
）
の

「麟
AJL
寇
峠

加
」

（改
隣
疇
）
は

「
新
群
害

類

従

第

七

こ
し
て
（
六
一二
四
頁
）
並
べ
ら
れ
た
が
、

（
明
治
三
十
九
年
）
に
於
て
は
大
久
保
豊

（砲
雪
）
に
よ
り
年
次
不
明
の
洒
落
本

氏
に
由
つ
て
解
隠
も
さ
れ
て
(
-
七
一
ニ
ー
四
頁
）
あ
る
。
帥
ち
洒
落
本
さ
云
ふ
よ
り
も
滑
稽
本
に
厨
す
可
き
此
の
作
品
の
隠
名
は
田
舎
の

粋
に
通
は
せ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
内
容
は
九
州
及
び
奥
州
『
こ
呼
ば
れ
る
二
人
の
旅
人
が
京
見
物
を
し
て
滑
稽
を
演
ず
る
趣
向
で
あ
る
が

、

此
の
九
州
男
の
言
菓
が
吾
人
の
求
め
る
方
言
で
あ
る
甜
は
尾
崎
氏
が
雑
誌

「
民
俗
悠
術
」
第
笠
巻
第
拾
武
披

（
昭
和
―
―
一
年
十
二
月
）
へ
投

稿
さ
れ
た
「
膝
栗
毛
物
ー
こ
俗
褻
」
に
於
て
（
五
ニ
ー
三
貞
）
察
せ
ら
れ
、
此
鹿
に
抽
出
さ
れ
た

一
斑
か
ら
推
し
て
も
此
の
作
者
は
九
州
方

言
に
脳
し
て
は
一
九
よ
り
は
逝
に
個
瞼
が
深

い
ら
し
い
様
で
あ
る
。

同
じ
く
中
央
で
物
さ
れ
た
膝
栗
毛
物
の一

っ
ご
し
て
梁
ぐ
可
ぎ
物
に
、

―
―
五

「靡

田
怠

屑

」

（
戎
庫
正
）
の
作
者
な
る
束
里
山
人
事
細
川

浪
二
郎
（
芦
聾
三
喜
怒
｝

庭
）
が
證
柄
本
「
叩
鴨
寄
腐
」

（改
庫
論
）
は
｀
常
時
の

一
江
戸
人
ー

此

の
作
者
乞
盆
謂
ふ
ー
ー
が
認
誠
し

て

魯

誓

九
州
語
の
一
標
誓
云
ふ
意
味
に
於
て
、
是
亦
彼
の
枠
懇
尻
揖
事
林
主
水（
醤

）

が

「

后

讐

尉

」（
改
庫
疇

）
の
如
き

作
品
よ
り
も
、
目
下
の
吾
人
に
記
憶
さ
る
可
き
突
料
で
あ
ら
う
。
雑
誌

「
文
葱
春
秋
」
の
尾
崎
氏
が
前
掲
論
文

に
於
け
る
引
用
例
(
-
五

頁
）
を
見
て
も
分
る
通
り
、
漠
然
た
る
「
も
さ
言
莱
」
を
使
つ
て
見
た
い
な
ら
此
の
作
品
の
文
尿
的
伯
値
を
高
め
る
個
に
｀
作
者
は
「
妥

に
九
州
の
傍
示
杭
ぱ
づ
れ
に
」

を
宜
し
く
「
妥
に
奥
州
の
傍
示
杭
は
つ
れ
に
」
ミ
限
定
す
可
き
で
あ
っ
た
の
だ
。
抑
々
質
は
殊
に
江
戸
在

住
者
に
間
泣
ひ
ら
れ
、
否
牽
翌
の
無
蔵
さ
れ
た
で
あ
ら
う
西
國
の

「
ば
い
／
＼
」

言
薬
な
る
も
の
は
、
更
に
今
少
し
吾
人
が
興
味
さ
餘
裕
ミ

「
江
戸
軟
文
學
考
堤
」
所
牧

の

「膝
栗
毛
物
の
研
究
」

盆四
0
七）

（
大
正
十
五
年
）
に
於
て
は
尾
崎
久
彊

論
お
定
り
の
彼

一
流
の
礎
態
四
國
語
で
あ
る
，

料
目
」



吝
緊
篠
の
「
江
戸
文
學
諧
座
」
第
七
冊
（
昭
和
五
年
八
月
）
で
藤
井
紫
彩
博
士
が
そ
の
「
江
戸
文
學
概
説
」
に
於
て
記
さ
れ
る
（
二
六

5
）
且
□

-馬
は
そ
の
言
語
を
う
つ
す
こ
ミ
の
巧
で
あ
る
こ
ミ
、
（
岬
）

―
九
よ
h
も
ま
さ
つ
て
ゐ
る

さ
云
ふ
批
評
は
、
無
論
翫
畠
聾
翠
も
確
か
に
該
掌
す
る
筈
で
あ
っ
て
、
更
に
谷
川
十
前
の
「
和
訓
栞
」
首
巻
（翌

談

讐

「

大

は
し
か
と
あ
し
か
とのぺん

（享
和
三
年
一
の
中
で

網
」
に
見
え
る
「
田
合
こ
『
こ
ば
に
は
櫛
音
多
し
」
云
々
な
さ

の
補
正
-r)

も
見
倣
す
可
き
彼
が
「
掘
疹
典
海
鹿
之
緋
」

一
八
01
――

ご

い

ん
り
つ
り
・-

、
五
音
律
呂
の
開
語
わ
る
く
て
、
は
し
か
も
あ
し
か
ご
聞
ふ
る
な
り
、
國

と
う
に
く

げ

ん

y:
＾

す
べ
て
東
奥
の
人
言
語
鼻
に
か
A

る
が
ゆ
え
に

困

硲

0

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 .,
 
と
ば

四

炸

lli

蛉

(m)
 

に
げ

へ
る
ご
｀
罰
濁
わ
か
ら
ぬ
言
も
あ
り
、
江

々
の
方
言
さ
ま

K
＼
に
て
、
一
ツ
ニ
ッ
を
妥
に
い
は
ゞ
ぴ
る
ば
ち
さ
ん
ぽ
う
カ

い
ふ
に
ふ
つ
ば
っ
た
か
ら
、
本
が

引

喜

紐

戸
か
ら
一
夜
に
莱
附
る
、
眼
嘉
の
間
で
す
ら
、
ふ
き
窓
の
ふ
ぼ
を
、
ふ
っ
ぱ
る
な
／
＼
ミ

(

F

)

 

fll 

ら
ふ
つ
切
た
さ
い

ふ
が

こ
f
f
)

＜

各

な
る
記
述
は
同
年
に
著
さ
れ
た
前
掲
一
九
の
「
麟
峠
膝
栗
毛
」
後
編
凡
例
に
比
較
し
て
見
る
r
l
)

一
段
の
進
歩
さ
評
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い

た

こ

ぶ

し

の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
文
化
一
一
一
年
(
-
八

0
六
）
の
筆
に
な
る
姻
稿
「
潮
来
婦
誌
」
後
編
凡
例
に
於
て
は
北
綿
左
原
の
方
言
描
寃
に
欄
す

一
頁
）

式
亭
一二
馬
事
菊
地
泰
輔
（
麟
塁
⑬
芸
嚢
晒
）
は
、
間
接
に
し
て
も
そ

の

「狂
言
田
釦
巴
（
改
鴎
論
）
巻
之
上
に
於
て
江
戸
者
の
人

て
切
ら
す
淡
呵
の
手
前
か
ら
も
常
然
想
像
は
さ
れ
る
が
、
例

へ
ば

て

く

は

た

ご

形
逍
な
る
木
偶
蔵
を
し
て
上
方
者
の
浄
瑠
硝
語
な
る
旅
簡
太
夭
に
向
つ

て
は
寛
容
な
る
可
き
九
州
兒
｀

何
れ
も
が
此
の
「
べ
い
／
＼
」

言
薬
許
り
か
ら
は
咀
國
的
の
香
を
到
底
掬
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

言
語
事
宜
を
今
此
鹿
で
意
誠
中
に
入
れ
て
も
入
れ
な
い
で
も
、

「
和
胆
珍
解
」
に
於
て
は
腸
氣
な
筈
の
東
京
人、

第

二

輯

を
是
に
貸
す
時
、
博
多
で
は
並
存
的
に
「
べ
い
」

ミ
出
る
ーーー
外
形
だ
け
で
は
全
く
東
國
方
言
ミ
奥
ら
な
い
結
合
さ
へ
屈
々
生
ず
る
ー
ー

文

學

研

究

―
―六

品四
0
八）

「
公
大
無
多
言
」
に
於



る
細
か
な
観
察
が
覗
は
れ
、

つ
ね

に

ご

り

つ・
9
れ
い

に
く
に
ん

常
の
「
い
」
に
て

は
迎
例
の
濁
昔
に
ま
き
ら
は
し
け
れ
ば
ぉ
の
／
＼

ふ
た

つ
の
に
ご
り
わ
か
て

の
二
濁
を
分
り

な
か
ん
づ
く

す
じ
こ
ろ
~

に
ご
り
に
ほ

せ
い
た
ん

就
中
「
が
苔
ど
げ
己
」
の
一音
に
洞
音
の
澗
た
る
も
の
多
し
又

「
タ
チ
ッ
テ
ト
」
の
昔
に
洞
音
の
襴
あ
れ
さ
も
是
は
「
だ
ぢ
づ
で

か
く
の
ご
と
く
こ
（
け
ん

も

ち

ょ

に

し

さ

」

如

斯

黒
圏
を
用
う
。

餘
は
袖

て
し
る
べ
し

ミ
云
ふ
用
意
に
至
つ
て
は
最
早
輩
な
る
市
井
戯
作
者
流

の
態
度
さ
は
稲
し
難
く、

「
本
邦
昔
符
考
」

l

}

 

•
f、列
i

（明
治
一
二
十
七
年
）

に
於
て
（
六
頁
）
指
摘
さ
れ
て

ゐ
る

「
浮
世
風
呂
」
前
編
の
凡
例
よ
り
も
三
年
以
前
の
事
で
あ
り

且
詳
細
で
あ
る
。
三
矢
重
松
博
士
が

「
荘
内
語
及
語
籾
」

時
代
の
氏
家
剛
太
夫
の
「
荘
内
方
昔
孜
」
を
除
い
て

は
、
外
國
語
に
劉
し
て
さ
へ

例

へ
ば
矢
張
り
同
時
代
の
上
原
熊
次
郎
や
一
世
紀
前
の

璽
翌
洲
は
此
の

闊
恐
ら
く
記
録
の
不
栖‘三
云
ふ

よ
り
も
観
察
さ

へ
怠
つ
て
居
た
か
も
知
れ
す
、

維
新
以
後
に
於
て
も
朝
鮮
語
は
前
間
恭

（
明
治
四
十
二
年
）
に
於
て
叙
述
さ
れ
た
（
九
頁
）
以
来
は
退
歩
の
形
ミ
も
見
ら
れ
よ
う
し
、
例
へ
ば
「
音
啓
學
協

一
般
の
内
地
人
は
、
そ
の
昔
に
蜀
し
て
殆
さ
聾
嘘
も
同
様
で
は
な
い
か

ミ
思
つ
て
ゐ
ま
す

ミ
云
ふ
思
想
は
勿
論
獨
り
伊
波
普
猷
氏
に
初
め
て
待
っ
膵
で
は
な
い
が
、
兎
も
角
「
岡
念
先
生
記
念
論
文
集
」

田
一
京
助
氏
も
漸
く
「
ア
イ
ヌ
語
箭
禍
考
」
を
登
表
さ
れ
た
日
本
人
の
言
語
意
識

へ
は
、
佐
久
問
鼎
拇
士
が
「
日
本
昔
腺
學
」

九

州

方

言

の

特

異

性

會
會
報
」

第
四
銚

命
昭
和
二
年
五
月
）
に
於
て
（
四
貞
）

作
氏
が
「
隙
語
通
」

―
―
七

（
昭
和
五
年
七
月
）
の
序
に
於
て
東
條
操
氏
に
由
り
指
摘
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
固

盆四
0
九●

（
昭
和
四

（
昭
和
三
年
）
に
於
て
金

是
は
例

へ
ば
吉
澤
博
士
が
「
國
語
國
文
の
研
究
」
の

帝
隣
文
庫

「三
馬
傑
作
梨
」

（明
治
二
十
六
年
）
七
二
八
頁

は
9
け
ん

て
ん

「
r、
」
斯
の
i
`
J

さ
き
白
圏
を
勘
じ
て
「
ら
」
卜
「
が
」
さ



の
如
く
本
州
方
言
の
助
僻
「
の
」

に
常
る
所
へ

（四一

0)

年
）
で
為
れ
た
移
植
紹
介
(
-
四
五
ー
八
頁
）
侃
も
仲
々
行
亙
る
に
は
時
日
を
要
し
よ
う
し
、
目
下
の
綸
述
の
中
心
眺
を
梢
々
遠
ざ
か
る

形
さ
な
る
が
、
日
本
に
於け
ら
韻
鋭
學
|
|
ぃ
瞑
早
生
命
あ
り
こ
も
見
え
ぬ
悉
蛤
慇
は
暫
く
措

い
て
も
ー
—
な
さ
、
殊
に
泰
西
の
印
歌
語
音

は
虎
之
咎
で
す
ら
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
一
九
に
射
比
し
て
格
段
の
屈
捌
味
が
看
取
さ
れ
る
事
は
何
人
も
首
肯
す
る
所
で
あ
ら
う
。
彼
に

吾
人
が
求
め
得
ら
れ
る
資
料
は
既
醗
刻
物
に
卸
し
て
僅
か
に
四
種
の
滑
稀
本
を
慇
げ
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ

て
、
而
も
倣
的
に
は
何
れ
も

僅
少
で
あ
る。

何
れ
も
七
同
宛
筑

gnms•E 

一人
の
お
國
侍
が
出
現
し
て

と

ゞ

つ

く

も

文
化
さ
年
)
巻
之
上
に
於
て
百
々
九
十
九
及
ぴ
生
其
木
俣
ミ
呼
ぶ

一

げ
ぜ
う
す
ゐ
げ
ん
d
く

の

そ

と

「
戯
場
竺

―E
猫
之
外
」
(
-
八
0
六

後
、
肥
前
、
北
部
肥
後
ご
登
し
き
西
國
方
言
を
使
用
す
る
が
．
巧
妙
に
寓
生
さ
れ
て
あ
り
、
殊
に
百
々
九
十
九
が
一
二
同
目
に
登
す
る

・ニ
9

つ
い

0

だ
ん
ら
；
＇
．

ア
ノ
三
升
の
付
た
さ
が
囲
十
郎
で
ご
ざ
つ
す
た
い

な
さ
は
大
に
賞
す
可
き
で
あ
っ
て
｀
例
へ

ぱ

゜

，
 

行
か
ん
ミ
（
行
か
な
い
の
）

"
 

0
 

良
か
ミ
（
良
い
の
）

「ーこ」

を
用
ふ
る
九
州
方
言
特
異
性
は
彼
に
由
つ
て
の
み
窟
偲
さ
れ
た
ミ
謂
ひ
得
よ
う

し
、
終
止
形
な
る

ー
し
「
ご
ざ
す
」
『
こ
し
て
な
い
の
も
或
は
國
語
史
上
の
費
重
な
る
記
録
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
因
に
何
で
も
な
い
様
な

國
語
史
に
於
て
時
に
或
は
癌
以
上
の
何
物
で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
ー
こ
自
分
に
は
映
中
る
の
で
あ
る

．．． 

ー

文
慰
的
に
は
索
叩
ろ
下
ら
な
い
事
か
も
知
れ
な
い
が
ー
ー
人
さ
し

o

o

 .

.

 C
l
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
 

が
、
問
隠
を
小
さ
く
描
へ
て
腐
在
的
囮
國
語
を
文
字
に
寝
し
催
へ
た

て
も
不
可
無
か
る
可
く
、

殊
に
此
の
貼
「
物
類
稲
呼
」
が
或

S
 
8
 

e
 e
 I) .• 

S
 
8
 
O
 
9
 
0
 
0
 
II 

e
 O
 
0
 

る
唯

一
的
存
在
こ
し

．
 

て
、
蜀
山
人
を
除
い
て
は
、
三
馬
は
江
戸
文
梨
に
於
け

韻
論
の
慨
系
ミ
想
ひ
比
べ

る
ミ
、

文

學

研

究

第
一
↑

紺

一
了
八



九

州

方

言

の

特

異

性

勘
で
も
、
今
迄
の
所
唯
一
の
鰈
刻
た
る
文
藝
栂
院
の
「
滑
稀
文
尿
全
集
」
第
五
巻

（
大
正
七
年
）
に
は
（
八

0
頁
）

栗
毛
」
流
に
何
れ
も
九
十
九
が
二
同
痰
し
て

ゐ
る
言
菓
だ
が
「
な
じ
い
」
ミ
出
て
ゐ
る
の
な
さ
は
約
じ
て
原
作
者
の
少
か
ら
ざ
る
苦
心
が

全
く
壊
さ
れ
て
ゐ
る
一
例
で
あ
っ

て、

郎
ち
雑
誌

「
國
語
e

國
文
」
第
武
咎
第
笠
披

（
昭
和
七
年

一
月
）
で
「
三
馬
の
藝
術
」
鑑
賞
の
途

次
此
の
作
品
の
九
州
な
ま
り
含
入
存
在
を
指
摘
さ
れ
る

(
-
八
九
頁
）
穎
原
退
蔵
氏
の
原
本
閥
査
御
報
告
に
由
る
一
こ
、
果
し
て
是
は
競
刻

者
の
喪
し
ら
立
で
あ
り
、

原
本
に
は
三
馬
の
他
の
作
品
翻
刻
に
見
え
る
通
り
矢
張
り

「
な
し
い
」
さ
九
州
式
痰
音
が
忠
既
に
記
さ
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

に
ど
け

「
麟
浮
枇
風
呂
」
前
編
（
疇
訟
）
巻
之
上

「
如

桝

賢

」
の
所
に
描
か
れ
る
西
國
者
の
言
葉
は、

丁
度
其
虚
へ
組
合
は
さ
れ
た
上
方

（
ハ
イ
／
＼
）

ミ
云
ふ
肯
定
の
返
事
だ
け
に
即
し
て
も
前
記
作
品
に
於
け
る
ミ
同

じ
く
所
謂
代
表
的
地
方
の
も
の
ミ
目
す
可
き
六
同
痰
さ
れ
る
西
捌
語
は
矢
張
り
鋏
勘
の
極
め
て
少
き
も
の
で
あ
っ
て
、
九
州
語
の
一

標
識

に
も
鈴
ふ
可
き

「
如
」
（
様
に
）
な
さ
．一
九
の
西
訟
語
で
は
未
だ
全
然
出
現
し
て
ゐ
な
い
貼
を
看
過
し
て

は
な
ら
な
い

し、

同
じ
く
方
向

の
手
爾
波
に

「
さ
な
へ

」

（
へ
、
に
）

を
用
ひ
ず
「
さ
」
ミ
し
て
ゐ
る
所
な
さ
も
彼
の
徳
川
初
期
に

一
部
人
士
の
問
に
搬
ま
つ
て
ゐ
た
ら

し
い
「
京

へ
筑
紫
に
坂
東
さ
」
な
る
他
諺
は
兎
に
角
、
却
つ

て
著
し
く
現
四
味
が
涙
厚
で
あ
る
所
を
買
つ
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

し
ろ
う
と

ぢ
ん

ぢ

か

く
た
い

「
素
人
狂
言
紋
切
形
」
（
改
庫
ゴ
正
）
上
編
で
は
爺
端
折
姿
の
四
國
侍
七
八
人
辿
が
出
現
す
る
中
で

角
太
ミ
呼
ば
れ
る
男
が
一
同
、
無
名
氏

た
る
一1
一
人
が

一
同
宛
、
主
人
ミ
記
さ
れ
た
者
が
七
同
、
そ
れ
に
東
蔵
ー
こ
呼
ば
れ

る
男
が
是
は
又

「
な
い

／
＼
」

許
り
を
八
同
も
出
し
て
傍

に
居
た
江
戸
者
の
訥
子
民
や
圃
十
郎
松
の
批
評
に
上
る
光
景
で
あ
る。

主
人
の
言
薬
で
も

で
あ
る
。

緋
に
比
し
て
は
勿
論
蕗
ち
る
が
、
そ
の
「
ナ
イ
／
＼
」

―
―
九

（四一

E)

「
物
類
稲
呼
」

「
膝



五
年
）

如
き
も
異
典
の
窟
生
か
そ
れ
ミ
も
狂
言
記
の
模
倣
か．

軽
々

に
看
過
し
難
い
変
料
で
あ
ら
う
ミ
思
ふ
。

い
さ
み

「
臼
疇
大
千
世
界
架
屋
探
」
（
文
庫
↓
這
）
初
篇
巻
之
上
に
於
て
は
何
れ
も
江
戸
方
言
を
用
ふ
る
侠
の
軍
兵
及
ぴ
き
い
た
ふ
う
の
軍
兵
に
交

つ

て
所
謂
西
の
軍
兵
が
四
同
程
筑
紫
言
葉
を
語

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、

た
ち

d

う
ち
と

と
わ

し
ゃ
ァ
直
宜
殿
、
お
れ
さ
も
な
ら
忽
ち
討
取
る
た
い
、
弱
か
事
／
＼

な

し

い

う

ち

さ

ら

は

や

何
総
打
斬
ん
な
．
早
う
討
つ

な
さ
ミ
し
て
ゐ
る
が
、
是
の
方
は
そ
の
記
載
さ
れ
た
方
言
文
例
か
ら
も
容
易
に
聯
想
さ
れ
る
「
浮
世
風
呂
」
の
四
國
者
以
上
に
は
言
葉
に

翠

は

何

等
の
新
趣
向
は
盛
ら
れ
て
無
い
様
だ
。
只
小
五
月
蠅
い

事

を

誓

添

へ
る
様
だ
が
、
博
文
値
「
帝
國
斎
」
第
三
十
篇
（
昭
和

麟

彗

膝

栗

毛

」
の

「解
題
」
で
(
-
三
頁
ご
二
田
村
匹
魚
氏
が

印
）
そ
れ
を
熊
谷
の
坂
東
音
、
在
所
言
葉
、
敦
盛
の
京
緋
セ
共
の
儘
に
口
語
謄
に
書
き
移
し
て
肘
照
さ
せ
も
し
た
云
一
）

嘉
か
れ
て
ゐ
る
の
な
さ
は
、
兎
も
角
江
戸
ッ
子
の
脂
裏
に
於
て
九
州
語
が
現
在
に
於
て
も
普
通
に
受
け
て
ゐ
る
待
遇
の
好
標
本
で
あ
っ

て
無
理
は
な
い
ミ
し
て
も
｀
此
の
「
在
所
言
葉
」
は
常
然
「
筑
紫
言
葉
」
さ
改
む
可
ぎ
で
あ
り
、
郎
ち
本
作
品
に
於
て
も
一
二
馬
自
身
明
ら

か
に
熊
谷
の
坂
東
昔
を
西
國
語
ミ
等
し
く
所
謂
「
さ
さ
盆
道
者
）
言
葉
」

に
」
へ

(
1
0
七
頁
）

ゐ
る
手
法
で
あ
る
が
、

「
も
さ
言
語
」
な
る
概
念
に
従
厨
せ
し
む
可
き
事
を
主
張
し
て

「
ま
ッ
す
る
」
は
國
語
史
査
料
ー
こ
し
て
も
例
へ
ば
「
放
送
諮
演
集
。

九
州
方
言
諧
座
」
の
「
九
州
方
言
諧
座
の
後

さ
く
じ

一
傍
證
た
る
の
債
値
を
有
す
る
で
あ
ら
う
し
、
同
じ
く
「
咋
日
ツ
た
」

（
咋
日
は
）

こ
ん
に
つ

「
今
日
た
」

（
今
日
は
）
の

の
如
き
は
、
そ
の
細
か
い
昔
腺
描
斑
を
味
ふ
可
き
で
あ
り
、

い
で

お
出
が
な
ら
ば
、

生
ち
•
-
をし

0

0
 
0
 
0
 

ぉ
待
申
ま
ッ
す
る
ミ

第
一
一

輯

0

0

し
z
t

あ
や
に
く
お
め
に
か
A

り
ま
ッ
せ
ん

文

學

研

ク
プt』

「
せ
」
に
「
し
ゑ
」
こ
傍
註
し
た
の
な
さ
は
東
北
辮
に
於
て
も
彼
が
見
せ
て

――

1
0
 

（
四
―
―
―
)



稽
本
集
」

九

州

方

言

の

特

異

性

ゐ
る
の
で
あ
る
。

――
一馬
の
門
下
に
営
る
瀧
亭
鯉
丈
事
池
田
八
右
衛
門
（
輝
5竺
ご
二
醐
誌
庭
）
の
滑
稽
本
二
種
に
於
て
何
れ
も
筑
後
柳
河
方
面
の
も
の

さ
し
て
の
侍
の
典
型
的
九
州
方
言
が
活
躍
し
て
ゐ
る
。
そ
の
九
州
方
言
だ
け
に
就
て
の
競
察
を
筒
蹴
に
言
ふ
さ
．
師
匠
に
比
し
て
簸
的
に

は
勝
る
が
質
的
に
は
劣
る
様
に
思
ふ
。
尤
も
内
容
的
に
も
索呼
ろ
一
二
馬
よ
り
も
複
雑
な
長
文
を
あ
の
位
絨
り
こ
な
す
に
は
餘
程
の
素
地
が
あ

っ
た
も
の
ミ
想
像
さ
れ
、
勿
諭

一
九
の
西
國
語
こ
は
段
も
違
ひ
、
一
二
馬
に
次
い
で
吾
人
の
参
考
に
す
可
き
も
の
で
あ
る
。

「四
配
ぃ
笑
八
」
初
編
（
文
庫
琴
噂
）
二
の
巻
に
は
筑
紫
に
通
は
す
筑
四
郎
ミ
筑
後
に
語
呂
を
合
は
す
筑
五
郎
ー
、
ぷ
の
二
人
の
西
國
侍
が
道
泄

山
で
前
者
は
十
同
、
後
者
は
八
同
．
何
れ
も
巡
證
姿
の
左
次
郎
及
び
出
目
助
ミ
問
答
が
あ
り
、
そ
し
て
飛
鳥
山
で
更
に
是
は
二
人
の
何
れ

ミ
も
分
ら
ぬ
筑
紫
方
言
が
二
同
出
て
ゐ
る
。
二
人
の
侍
の
言
薬
は
そ
の
名
前
か
ら
各
々

多
少
九
州
の
中
で
も
地
方
を
異
に
す
る
様
な
聯
想

は
起
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、

言
葉
か
ら
は
全
然
さ

る
匿
別
は
し
て
居
ら

了

ー

叉
出
来
る
筈
も
な
い
が

l
只
お
國
訛
丸
出
し
の
中
に
も
侍

で
あ
る
為
操
語
を
多
く
混
入
し
て
ゐ

る
上
に
幾
分
梱
準
語
化
し
て
見
え
る
し
、
「日
本
名
著
令
集
」
（
同
刊
行
會
）

（
昭
和
二
年
）
に
於
け
る
山
口
剛
氏
の
「
解
説
」
に
由
る
ミ
（
六
五
頁
）
作
者
は
柳
河
湘
士
を
モ
デ
ル
に
し
た
ら
し
い
事
が
想

像
さ
れ
る
。
「
筑
五
」
さ
窟
す
か
ら
に
は

．

ひ

と

り

こ

ー

ろ

笠
人
ヅ
ッ
試
み
ま
せ
う

か
さ
ね
重
て
貴
顔
の
得
ま
せ
う

は
「
ま
ッ
せ
う
」
さ
な
け
れ
ば
物
足
ら
ず
、
手
爾
波
も
例
へ

ば
目
的
格
に
は
「
を
」
の
代
り
に
「
ば
」
さ
す
可
き
を
一
向
氣
が
付
い
て
ゐ

な
い
様
な
所
な
さ
｀
さ
う
し
て
も
矢
張
り
他
國
人
の
作
り
上
げ
た
方
言
だ
さ
思
ふ
。

罰

叡

第
十
四
巻
「
滑

盆竺――-）



割
に
接
緻
詞
の
使
用
は
大
分
拙
劣
で
あ
っ
て

．
 

イ
ヤ
た
て
板
へ
水
の
流
る
こ
ミ
）
＜

.

.

.
 。

マ
ヅ
そ
れ
は
よ
け
れ
さ
も

の
如
き
標
準
文
語
慨
は
質
に
其
の
他
で
は

●

’
●
 

ひ
た
す
ら
な
げ
き
お
る
ゆ
ゑ

三

柳
河
藩
の
も
の
に
し
て
あ
る
心
節
ら
し
い
事
は、

話
題
に
上
る
そ

の
同
役
の
姓
名
か
ら
も
聯
想
さ
れ
る
。

（
四
一
四
）

白
く
街
し
出
さ
れ
、
そ
の
袋
五
郎
ミ
廿
六
同
、

偲
法
ら
し
い
状
吉
ミ
一
同
、

毀
五
郎
の
女
房
お
吉
さ
一
同
受
け
交
は
す
九
州
語
は
矢
張
り

「
柳
川
」
な
さ
ミ
寓
し
て
ゐ
る

を
も
舘
入
す
る
ミ
綿
計
廿
七
同
も
「
ゆ
ゑ
」
を
連
疲
す
る
様
な
結
果-こ
な
つ
て
居
り
、

是
は
合
成
句
さ
し
て
も
四
同
出
て
来
る

0

0

 

事
ぢ
や
る
ッ
ケ
ン

ミ
同
じ
く
全
部
「
ケ
ン
」
ミ
改
む

111き
で
あ
る
。

一
筆
庵
（
主
人
）
事
池
田
義
信
（瓢

翠

一
麟

饂

）

の

滑
柄
本
二
種
に
出
る
是
亦
何
れ
も
侍
の
謳
使
す
る
言
葉
は、

是
を
作
者
が
意
個

し
た
所
講
四
巖
の
も
の
さ
し
て
受
取
る
限
り
、
既
に
日
本
文
様
に
於
け
る
九
州
方
言
の
貼
綴
5

を
此
虚
迄
概
観
し
て
来
た
吾
人
に

は
最
早
一

顧
の
債
値
を
も
有
し
な
い
ミ
思
は
れ
る
程
、
本
土
的
色
彩
の
餘
り
に
も
稲
菊
な
姿
態
を
展
開
し
て
ゐ
る
が
、

吾
人
は
是
に
肘
し
て
少
く
共

二
箇
の
見
解
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ミ
思
ふ
。
第
一
に
は
作
者
が
四
國
語
な
る
も
の
を
充
分
忍
識
し
て
居
ら
ず
恐
ら
く
中
國
泌
の
方

文
字
に
少
し
新
趣
向
を
加
へ
た
築
兵
飯

ぶ
梢
す
る
年
齢
や
滸
付
さ
て
は
人
相
さ

へ
詳
し
く
描
窟
さ
れ
た
勤
番
の
九
州
侍
の
お
園
手
形
が
面

研

究

「
闘
浮
恨
床
」
員
（
文
庫
翌

）
は
、

師
匠
の
筆
に
な
る
二
編
（素
暉
噂
）

の
後
を
嗣
い
だ
の
で
あ
る
が
、

此
の
下
巻
，
で
通
じ
て
名
前
の

文

學

第

二

輯



事
が
敷
同
あ
る
し、

剣
さ
拳
'"
に
係
け
て

い
の
ち

べ
つ
て

•
9
0
0

命
に
は
別
條
な
い
け
ん
だ
チ
ウ

「
ば
い
」

（
さ
云
ふ
）
を
廿
五
同
も
言
は
せ
た
り
｀

゜

「
い
た
い
て
」

を
は
な
し
の
ち

•
9
t
c

）
巻
之
上
に
於
て
尾
花
志
忠
太

こ`
呼
ぷ
西
國
侍
が
店
請
人
粟
九
郎
ミ
廿
五
同
程
、
糠
俵
の
太
守
ミ
呼
ぶ

弘
化
二
年

こ
ん
に
ん
ゆ
の
す
け
ば
な
し

「
魂

熊

届

諏
」
二
編

(-
八
四
五

ら
な
い
。

言
を
根
幹
-
f
)

し
て
そ
れ
に
間
々
九
州
語
の
特
徽
さ
な
る
も
の
を
混
じ
て
作
り
上
げ
た
人
工
語
ミ
見
る
可
ぎ
で
、
郎
ち

一
見
漠
然
た
る
意
味

に
取
ら
れ
な
い
-
f
)

も
云
へ
な
い
所
謂
四
國
語
な
る
概
念
に
剃
し
て
、
時
に
等
し
く
「
も
さ
言
築
」
や

「
さ
さ
言
薬
」
ミ
し
て
取
扱
は
れ
も

し
た
東
國
逸
陸
の
方
言
ミ
の
混
同
は
最
早
吾
人
に
於
て
は
例
外
的
ミ
し
て
一
々
獨
れ
る
必
要
は
無
い
に
し
て
も
，

本
州
四
部
方
言
ミ
九
州

方
言
ご
の
明
確
な
る
識
別
に
は
梢
々
ミ
も
す
る
ミ
踏
躇
の
態
度
を
示
し
た
が
る

一
部
人
士
の
知
識
を
此
の
際
照
理
反
省
せ
し
む
可
き
索
呼
ろ

得
難
ぎ
好
資
料
で
あ
る
の
で
あ
る
。
第
二
t

に
は
現
代
に
於
て
も
各
種
の
賀
例
を
見
る
が
如
く
、

著
し
く
標
準
語
化
さ
れ
た
九
州
方
言
の
斐

態
的
一
例
が
忠
宜
克
明
に
此
の
作
者
に
由
つ
て
寓
さ
れ
た
ミ
考
ふ
可
き
で
、
此
の
場
合
は
此
の
言
葉
に

一
九
な
ら
ぬ
一
二
馬
の
そ
れ
ミ

等
し

き
阻
在
的
存
在
梱
を
誤
者
は
或
は
認
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
繹
に
な
る
の
で
あ
ら
。
何
れ
に
せ
よ
、
此
の
作
者
が
梁
齋
英
泉
な
る
別
琥

を
以
て
鯉
丈
の
「八
甕

」の
加呼
に
筆
を
執
つ
て
居
り
且
其
の
五
編
（置
贋

翫

）
（
刊
）
巻
之
上
を
嗣
作
し
て
居
る
事
を
吾
人
は
忘
れ
て
は
な

殿
様
ご
四
同
言
薬
を
交
は
し
て
ゐ
る
が
、
細
か
く
見
て

「
チ
ウ
」

゜

「
見
ゆ
る
」
な
さ
さ
は
な
つ
て
居
て
も
、

九
州
方

言

の
特

異

性

「
た
い
」
は
全
然
見
富
ら
す
、

「
で
エ
ン
ス
」

三

「
で
エ
ス
」

位
で
は
何
も
九
州
方
言
な
り
ミ
云
ふ
屈
極
的
の
特
徽
は
な
い
繹
で
あ
つ
て
、
或
は
従
来
殆
さ
北
九
州
方
言
で
も
例
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
東

部
地
方
の
も
の
ミ
し
て
ー
ー
＇
中

國
地
方
尻
幸
巽
が
比
較
的
に
少
い
か
ら
ー
|
却
て
珍
重
す
可
き
資
料
か
こ
も
恩
ふ
-
l
)

（四

一
五）

（
致
し
て
）

「
デ
ス
」
を
以
て
終
る



さ
言
は
せ
た
後
へ
註
し
て

國
こ
ミ
ば
に
て
は
い
さ
い
ふ
こ
さ
な
り

さ
し
て
あ
る
か
ら
、
矢
張
西
部
方
面
の
九
州
語
が
甚
貯
に
潜
在
す
る
も
の
さ
解
す
可
き
で
あ
ら
う
。

「
麟
麟
嬰
古一
1

一
味
撰
」
（
翠
庫
顕
）
下
之
巻
で
は
古
河
偏
太
夫
さ
名
乗
る
勤
番
の
侍
が
豊

後

誓

延
太
夫
を
訪
れ
、
居
合
は
せ
た
出
太
郎
‘
)

二
同
、
太
夫
ミ
十
同
程
問
答
を
重
ね
る
が
、
此
の
侍
の
言
薬
は
前
記
の
尾
花
志
忠
太
ミ
全
く
同
一

類
型
に
屈
す
る
の
で
あ
る
。
作
者
は
別

に
西
國
侍
ミ
云
ふ
事
を
明
示
し
て
居
な
い

が
、
前
記
作
品
に
出
る
数
種
の
侍
の
言
薬
ご
比
較
し
て
も
是
は
強
く
主
張
出
来
る
の
で
あ
る
。

兎
も
角
吾
人
は
例
へ
ば
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
た
梅
野
下
九
及
び
近
松
保
蔵
の
「
岬
呻
□

麟
参
叫
町
叫
覧
誓
銅
」
（
咽
輝
応
樗
）
で
中
國
語
の

「
て
ゃ
」
は
存
し
て
も
西
國
語
は
少
し
も
見
ら
れ
な
い
眺
な
さ
想
起
射
比
す
る
ミ
、
此
の
作
品
も
捨
て
難
い
資
料
f

こ
な
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
以
上
の
外
に
も
殊
に
寓
本
で
残
っ
て
ゐ
る
資
料
は
地
方
に
幾
多
存
在
す
る
筈
で
あ
る
が
、
九
州
方
言
ー
こ
云
ふ
註
文
で
臨
む
ミ
矢
張

り
誠
に
少
い
様
で
あ
つ
て
、
例
へ
ば
東
條
操
氏
が
「
日
本
文
弗
諧
座
」
第
九
巻

（
改
訂
新
版
第
十
四
巻
）
の
「
方
言
研
究
ミ
方
言
文
學
」

で
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
（
一
七
七
頁
）

て
了
っ
た
。

「
梅
ヶ
枝
餅
」
な
る
作
者
年
次
共
不
明
の
洒
蕗
本
は
太
宰
府
附
近
を
描
い
た
膝
栗
毛
物
で
あ
り
其
れ

に
録
さ
れ
た
西
國
語
は
方
言
資
料
さ
し
て
は
物
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ミ
云
ふ
が
｀
唯
一
の
東
大
岡
書
館
所
蔵
作
者
自
箪
稿
本
は
大
正

十
二
年
の
閥
東
大
熊
災
に
由
つ
て
焼
失
し
従
つ
て
此
の
資
料
は
今
や
九
州
方
言
文
學
史
に
は
其
の
隠
名
を
の
み
残
す
に
過
ぎ
ぬ
様
に
な
っ

筵
に
今
迄
列
欅
し
た
物
ミ
は
趣
を
異
に
し
て
、
生
粋
の
九
州
人
の
手
に
な
る
珍
重
す
可
き
器
末
の
九
州
方
言
文
尿
資
料
を
展
開
す
る
事

ね
い
／
＼

文

學

研

究

・1

第
一
一
軋

ー
ニ
四

盆
四
一
六
）



九

州

方

言

の

特

異

性

面
へ
も
足
を
向
け
な
か
っ
た
さ
う
で
あ
つ
て
、
初
篇
序
文
の
終
に
も

=＝＿五

-
f
)

な

る

゜

讐

一
編
舎
十
九
な
る
雅
臨
忽
翠
佐
賀
落
士
の
叩
町
（
け
葎
元
町
（
贅
讀
紐
歿
）
が
試
み
た
筆
の
す
さ
び

一
束
で
あ
る
。
其

の
中
総
じ
て
所
謂
肥
前
古
書
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
賓
料
の
中
で
も
最
も
好
箇
の
文
學
資
料
た
る

「
伊
勢
道
中
不
案
内
記
」
な
る
滑
稽
本

績
編
四
冊
、
後
編
三
冊
か
ら
成
り

文
政
年
間
に
起
稿
三

十
数
年
を
経
て
掘
筆
し
て
あ
り

、
恰
も
十
偏
舎

一
九
の
「
膝
栗

毛
」
紹
編
完
結
は
文
政
五
年
で
は
あ
る
し
又
其
の
雅
斌
一
編
合
十
九
か
ら
も
容
易
に
想
像
は
さ
れ
る
も
の
ふ
碑
然
た
る
膝
栗
毛
物
で
あ
っ

て
、
古
来
佐
賀
人
士
に
大
に
愛
讀
さ
れ
つ

：
あ
っ
た
所
、
肥
前
史
誤
會
（
佐
賀
市
松
原
町、

縣
立
佐
賀
闘
書
館
内
）
が
散
侠
寓
本
敷
種
を

苦
心
校
合
の
末
昭
和
三
年
十
二
月
に
四
六
刊
本
文
一
二
六
二
頁
の
活
字
に
し
て
五
百
部
刊
行
し
た
が
今
や
絶
版
ー
こ
な
り
再
版
の
機
を
待
っ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
尾
崎
久
禰
氏
の
「
膝
栗
毛
物
の
研
究
」

て
無
い
の
は
常
然
で
あ
ら
う
が
、

案
内
記
に
つ
き
」

（
「
江
戸
軟
文
學
考
拠
」
所
収
）
に
は
此
の
究
料
の
存
在
さ

へ
未
だ
記
載
さ
れ

日
本
文
學
論
簗
」

佐
々
木
信
綱
博
士

遠
廊
記
念
論
文
染

「

な
る
論
文
に
は
作
者
の

偲
記
も
紹
介
さ
れ
て
あ
り
且

一
九
の

「
膝
栗
毛
」

で
今
此
臨
へ
改
め
て
繰
返
す
努
を
略
く
事
に
す
る
が
、
詰
h
熊
本
家
中
の
宮
田
愚
津
郎
兵
衛
が
銀
作
、
久
米
蔵
、

重
八
の
三
人
を
具
し
て

伊
勢
参
宮
へ
出
掛
け
、
兵
物
の
佐
賀
方
言
の
外
に
上
方
や
江
戸
の
方
言
が
見
ら
れ
る
仕
組
に
な
つ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
熊
本
家
中
さ
し
た

の
は
藩
侯
を
憚
る
所
あ

っ
て
の
瑕
托
で
あ
っ
て
、

殊
に
家
来
逹
三
人
の
言
菓
は
お
國
訛
丸
出
し
の
上
に
、
主
人
公
愚
津
郎
兵
衛
の
四
角
張

っ
た
物
言
ひ
も
時
に
得
易
か
ら
ざ
る
お
里
を
混
へ

て
ゐ
て
、
敢
へ
て
硲
末
こ
し
な
く
て
も
絶
好
の
佐
賀
方
言
資
料
で
あ
り
、
江
戸
人
の
大

部
分
の
架
空
的
四
固
語
ミ
彼
是
劉
照
し
て
見
る
時
種
々
な
産
物
が
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
作
者
荊
原
大
蔵
は
伊
勢
へ
は
勿
論
の
事
本
州
方

さ
れ
さ
居
な
が
ら
に
し
て
、
た
ゞ

筆
に
ま
か
す
れ
ば
、
其
國
其
所
の
言
雖
の
な
ま
り
を
知
ら
す
、
見
る
人
あ
ら
ば
、
共
罪
を
ゅ

は
前
編
五
冊
、

盆
四
一
七
）

ふの
劉
比
や
影
聴
迄
詳
設
さ
れ
て
あ
る
の

（
昭
和
七
年
六
月
）
へ

東
條
操
氏
が
寄
せ
ら
れ
た
「
伊
勢
道
中
不



ミ
あ
る
通
り
、
例
へ
ば
大
に
畷
呵
を
切
ら
せ
た
心
節
の

文
吉
ゃ
吉
五
郎
の
江
戸
緋
に
も
今
日
所
謂
「
行
か
中
束
京
」
が
少
か
ら
ず
拾
へ
る
．

の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
、
否
そ
れ
位
だ
か
ら
作
中
の
佐
賀
方
言
は
流
石
に
水
際
立

つ
て
ゐ
る
ミ
言

へ
よ
う
。

る
事
に
す
る
。
夜

ニ

ハ

行

ク

ヨ

〇

よ
さ
り
ャ
ァ
来
る
ば
ん

伺

故な
し
で
御
座
り
ま
す
る
か
ん

中

頭

ナ

ド

鮎

ヽ
~

女

ナ
イ
／
＼
、
こ
ら
ん
／
＼
し
ろ
も
ん
さ
ん
、
此
の
あ
た
り
に
力
し
ら
さ
ん
ゆ
ふ
所
は
御
座
ら
ん
か
ん

五

月

埒

イ

ー

ツ

モ

分

ラ

ナ

イ

ヨ

〇

ア
ア
せ
か
ら
し
、
い
っ
ち
よ
で
ん
わ
か
ら
ん
ば
い

様

ダ

見
え
ま
つ
せ
ん
こ
た
る

欧

ッ

テ

居

口

夜

介

―

ー

祖

カ

セ

ル

カ

ラ

よ
う
し
さ
ら
い
、
よ
さ
り
う
だ
か
す
る
て
え

少

シ

デ

ア

ル

ケ

レ

ド

モ

こ
り
や
ち
つ
さ
ば
か
り
な
い
さ
ん
取
り
ご
ざ
い

老

婆

シ

ナ

サ

ッ

タ

カ

喚

キ

マ

ス

ヨ

〇

あ
あ
せ
か
ら
し
、
こ
の
う
ぼ
う
さ
ん
な
ア
、
老
皓
ば
し
し
ん
さ
い
た
か
ん
、
ア
ア
せ
か
ら
し
、
お
ら
び
ま
つ
す
る
ば
ん

゜

此
堂
の
前
の
廣
さ
三
段
か
し
ら
も
あ
ら
う
ば
い

廣

大

ナ

．

物

ダ

ヶ
レ
ド

ョ

リ

太
神
宮
さ
ん
な
ア
、
こ
う
だ
い
な
も
ん
さ
ん
、
白
木
造
り
に
茅
聟
き
ァ
．
思
う
た
よ
い
ざ
つ
ミ
し
た
も
ん
の
う

ア

ル

マ

イ

ケ

レ

ド

ォ

前

ガ

澁

方

モ

ナ

ク

ヤ

ル

カ

ラ

ダ

ヨ

愚
め
言
葉
知
ら
ぬ
事
は
ア
あ
ん
み
や
ア
ば
つ

て
ん
、
わ
さ
ん
の
ミ

ッ
つ
け
も
な
う
や
つ
け
ん
く
そ
う

今
肥
前
史
談
會
の
鰈
刻
瞥
か
ら
適
宜
に
宜
例
を
僅
か
許
り
次
へ
配
列
す
る
。
掴
外
に
あ
る
註
は
可
成
的
其
儘
に
し
て
本
文
右
側
に
附
す

る
し
給
ヘ
ミ
願
ふ
の
み

文

學

研

がJu 

第

一一

輯

―
二
六

（
四
一
八
）



右
は
王
』
こ
し
て
家
来
逹
三
人
の
方
言
丸
出
し
の
所
で
あ
る
が
、
吾
人
は
家
ろ
愚
津
郎
兵
衛
が
言
薬
に
興
味
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て

コ
レ
／
＼

亭
王
、
追
付
け
家
来
が
来
ら
ば
逍
は
さ
う
程
に
加
総
節
笠
を
取
替

へ
て
く
れ
さ
つ
し
ゃ
れ

西
國
筋
の
者
で
御
座
る

な
き
は
勿
論
問
題
に
な
ら
な
い
『
こ
し
て
も

0

0

0

 

是
か

ら
が
面
白
い
所
た
ん

゜

^
、
ア
、
大
名
の
奥
女
中
が
見
物
に
罷
出
た
ミ
見
ゆ
る

0

0

 
0
 
0
 

• 

0
 

是
は

／
＼
、
又
節
り
に
お
世
話
に
な
り
ま
つ
せ
う

゜

イ
ヤ
／
＼
少
し
急
ぎ
ま
つ
し
う
、
所
々
見
物
に
暇
取
り
ま
し
た

〇

も
う
や
が
て
日
暮
ぢ
や
。
よ
か
宿
ー
に
着
け
て
く
れ

ニ―七

（
四
一
九
）

．
 

の
如
き
は
大
に
味
ふ
可
き
で
あ
り
、
何
れ
も
束
つ
兒
の
文
吉
や
吉
五
郎
を
し
て

・

•• 

マ
ア
問
い
て
く
ん
ね
え
、
わ
っ
ち
ゃ
江
戸
だ
ね
え
、
（
刷
）
井
戸
屋
文
吉
さ
ま
だ
、
エ
ヘ
ン
、
慇
外
な
が
ら
わ
っ
ち
が
こ
つ
だ
ね

．
．
．
．
．
 

え
、
面

）
ェ
、
力
、
久
し
い
も
ん
ぢ
や
が
、
コ
ウ
金
の
鰊
鉾
横
目
所
ぢ
や

ア
ね
え

Ill 

o
 

.

.

 

コ
ウ
、

お
前
の
文
で
こ
ち
ら
は
大
駁
ぎ
、
お
侍
さ
ま
が
御
出
家
な
さ
る
や
ら
、
和
倫
が
遠
俗
す
や
ら
ミ
ん
だ
こ
ッ
だ
ね
え

な
さ
ミ
あ
る
の

は
作
者
が
如
何
に
純
粋
な
佐
賀
辮
の
所
有
者
で
あ
っ
た
か
を
立
證
す
る
も
の
ミ
言

へ
よ
う
。

蒲
原
大
蔵
の
遺
著
に
は
此
の
外
に
寓
本
が
多
々
あ
り
、
何
れ
も
佐
賀
方
言
の
混
人
す
る
こ
思
は
れ
る
洒
蕗
本
、
滑
稽
本
で
あ
る
が
．
肥

前
史
談
會
刊
行
の
「
伊
勢
道
中
不
案
内
記
」
の
「
は
し
が
き
」
に
は

(
1
0頁
）

九
州
方

言

の
特

異
性



六
鞘
一
一
一
略
猫
の
巻

―――法

論

義

集

の
世
一
種
が
座
げ
ら
れ
て
あ
り
、
同
好
者
今
後
の
研
究
資
料
ー
こ
し
て
記
憶
す
可
き
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
江
戸
斎

口
語
資
料
-
こ
し
て
の
人
箭
本
な
さ
に
九
州
方
言
の
断
片
を
で
も
求
め
る
の
は
、

志呼
ろ
滑
稽
さ
さ
へ

評
さ
れ
る
か
も
知

れ
ず
、

... 

而
し
て
曲
亭
馬
琴
が
誤
本

「
椿
詭
弓
張
月
」
（
文
化
一―
―
ー
七
年
）

さ
て
は
柳
亭
種
彦
が
草
複
紙

「

饂
闘
揺
髯
叩
犀
釘
鬱
犀
」 冊 冊

反
魂
二
世
物
語

冊

異
朗
旱
魃
神
評
定

冊

獨
問
答
夢
物
語

冊

植
疱
狙
軽
安
録

梢
進
物
魚
類
問
答

お

さ

け

敵

討

薬
師
ち
ょ
ん
が
れ

古
今
風
俗
太
平
記

七

一揺

神

評

定
録

年

中

行

司

文

學

研

究

第

二

紺

冊 冊 冊 Nサ

四

冊

四

冊
冊

（
文
政
五
年
刊
）
、

更
に
は
種
員
•
種
彦
•

種
泄
に
由
つ
て
物
さ
れ
た

（文
化
十
一

年
脚
色
上
演
）

け
い
せ
い
つ
く
し
の
つ
d
ご
と

や
奈
河
睛
助
が
「
傾
城
銃
紫
翫
」

か
ん
た
ん
榮
花
の
夢

冊

紳
々
風
災
順
見
録

冊

お
さ
ら
ば
草
紙

裳
世
二
十
四
不
孝

ひ
ざ
く
り
げ
後
編

冊 冊 冊

佐

賀
不
繁
昌
記

nil-

田
舎
狂
言
称
の
内
外

町
々
か
ざ
り
評
判

冊 冊

隣

れ

家

の

春

冊

老

も

ふ

雅

話

冊

金
ぴ
ら
御
利
生
記 ー
ニ
八

．
 
（四―

10)

冊



九

州

方

言

の

特

異

性

に
於
け
る
「
方
言
ミ
和
歌
」
で
（
二
八
七
頁
）

―
二
九

じ
く
す
る
ミ
も
考

へ
ら
れ
る
か
ら
｀
例
へ
ば
東
條
操
教
授
が
改
造
祉
の
「
短
歌
諧
座
」
第
十
巻

「
特
殊
研
究
節
●
巻
」
（
昭
和
七
年
五
月
）

謂
方
言
歌
ミ
稲
す
る
部
頬
に
は
罪
入
出
来
難
い
様
C
あ
っ
て
，

方
言
味
の
乏
し
い
の
に
何
時
も
失
望
さ
せ
ら
れ
る
偶
謡
、
民
陥
ミ
趣
を
同

水
に
浮
ぺ
て

行
く
花
に

野
べ
を
こ
そ
思
へ

窓
に
来
て

木
枯
の
風

行
く
ま
ま
に

ま
ば
ら
に
家
も

0

0

 

細
く
な
h
来
て

梅
が
香
は
つ
ま
さ
の
か
げ
に

摘
出
さ
れ
た
廿
敷
種
の
中
か
ら
敷
例
を
並
べ
る
『
、
）

参
考
資
料
を
左
に
呈
示
す
る
。

「
白
維
諏
」

0

0

 

あ
く
さ
せ

<
f、)に

い
つ
も
に
ほ
へ
ば

（
慶
ニ
ー
明
治
十
六
年
）
の
如
き
、
隠
名
だ
け
で
も
西
國
に
闘
係
す
る
も
の
を
文
學
の
種
須
に
瀾
せ
中
列
座
す
る
の
は
吾

人
本
項
の
論
究
射
象
で
無
い
事
は
富
初
糾
に
断
り
瞥
を
し
て
岡
い
た
の
で
あ
る
が
、
徳
川
期
文
學
を
終
る
に
際
し
殊
に
中
央
の
人
々
に
一

こ
と
み
ら

そ
れ
は
祗
岡
の
歌
人
大
隈
言
逍
（
霞
譴
二
邸
翌
五
）
の
数
多
い
短
歌
の
中
に
意
識
的
、
無
意
識
的
な
偶
語
要
素
混
入
が
憧
か
な
が

ら
見
ら
れ
る
ミ
云
ふ
事
で
あ
っ
て
、
春
日
政
治
教
授
が
雑
誌

「
能
古
」
第
二
巻
第
八
銃
（
昭
和
五
年
八
月
）
の
「
雲
出
鳥
遠
詣
殴
談
」
で

そ
ば
だ
ち
て

槌
る
さ
さ
き
も

散
れ
ば
ご
く

隠
る
め
り

寂
し
く
な
り
ぬ
里
は
つ
れ

ほ
キ

な
さ
に
於
け
る
「
せ
く
」
（
閉
つ
る
）
や
「
細
き
」
（
小
さ
き
）
の
如
き
輩
語
、
さ
て
は

0

0

 

恐
ろ
し
げ
な
る

徹
越
に

ま

た

ゆ

た
げ
な
る
山
も
見
え
け
り

0

0

 

ゆ
く
り
な
く
あ
わ
た
だ
し
か
る

0

0

 

し
ね
ば
身
を
や
る

な
言
語
法
に
於
て
．
獨
特
ミ
は
勿
諭
言

へ
な
く
ー
、
）
も
可
な
り
豊
か
な
地
方
色
を
襟
は
す
作
例
が
座
げ
得
る
の
で
あ
る
。
尤
も
是
等
は
所

（
四
ニ
ー
）

K
 



I

緒
に
行
ふ
事
に
す
る
。

さ
さ
れ
て
ゐ
る
見
方
は
左
程
抵
獨
す
る
性
質
の
も
の
で
も
な
か
ら
う
が
、
れ
て
ゐ
る
が
方
言
を
謳
使
す
る
事
は
し
な
か
っ
た

（
紅
二
昭
覚
や
言
道
や
良
宵
窃
如
き
人
々
も
俗
語
は
か
な
り
自
由
に
入

九
州
各
地
方
の
方
言
歌
謡
類
の
結
集
は
何
れ
も
明
治
維
新
以

後
、
そ
れ
も
大
部
分
は
近
来
の
方
言
熱
に
押
さ
れ
て
宜
行
さ
れ
た
様
に
思
は
れ
る
し
、
従
つ
て
是
は
便
宜
上
次
の
段
落
に
於
て

一
括
す
る

事
さ
し
よ
う
。

あ
る
鈴

媛
餘
の
十
餘
頁
は
逍
憾
な
が
ら
本
誌
次
輯
へ

廻
す
事
に
し
た
°
従
っ
て
本
稿
璽
岡
羞
す
る
補
正
も
其
の
時

典
へ
ら
れ
た
頁
敷
に
制
限
の

文

學

研

究

第

二

輯

―――
10 

（四
一
三
）

〔
此
項
未
完
〕

品
昭
和
七
•
九
●
十
）




